
ウ
ィ
グ
ル
の
稽
披
ト
ウ
ト
ウ

ン
グ
と
そ
の
周
港

田

寄

典

は

し

が

き

一
橋
銃
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ
を
持
つ
人
び
と

ニ
ア
タ
イ
u
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
の
周
迭

三
キ
イ
ツ
ォ
H

ト
ゥ
ト
ヮ
ン
グ
の
息
子
た
ち

む

す

び
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は

し

ヵ:

き

一
O
世
紀
こ
ろ
か
ら
一
回
世
紀
に
か
け
て
、
中
園
新
彊
省
の
東
部
天
山
地
方
に
西
ウ
ィ
グ
ル
園
を
建
て
、

つ
い
で
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
支
配
下

に
は
い
っ
た
、
中
世
の
ウ
ィ
グ
ル
人
が
ど
の
よ
う
な
傍
数
用
語
を
使
用
し
て
佐
倉
生
活
を
管
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
東
西
の
混

成
的
文
化
の
う
え
に
成
立
し
た
社
命
間
に
あ
っ
て
は
、
外
来
用
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
・
内
容
を
持
っ
て
い
た
か
を
見
き
わ
め
る
必
要
が
あ
る
。

概
し
て
外
来
用
語
は
受
容
期
の
用
法
に
拘
束
さ
れ
、
厚
着
し
た
意
味
に
よ
っ
て
長
く
特
定
の
用
語
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ト

(

1

)

(

2

)
 

イ
ン
同
O
U
可
同
国
〈
道
人
〉
は
信
(
比
丘
)
、
パ
フ
シ

Z
H加
国
(
博
士
)
が
師

Q
K
-
mロ
円
ロ
)
を
一意
味
し
た
よ
う
に
ト
ウ
ト

ウ
ン
グ

Z
Eロ
m
も
ま
た、

中
園
祉
舎
か
ら
受
容
し
、
ウ
ィ
グ
ル
人
の
聞
で
は
例
数
徒
の
一
稽
披
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

(

3

)
 

ウ
ィ
グ
ル
語
の

Z
Z
Z
は
中
園
語
の
都
統
の
-
Z

自
寓
で
あ
る
。
最
初
に
、
ミ
ュ
ラ
l

勾
当
・
内
宮
吾
氏
(
一
九
O
八
〉
が
言
及
し
て
以
来
、

57 
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(
4〉

Z
Zロ
ぬ
の
語
調
停
は
中
園
語
の
都
統
と
い
う
官
職
名
を
加
味
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。

(

5

)

 

は
寺
院
行
政
へ
の
俗
権
介
入
を
示
唆
し
た
が
、
よ
う
や
く
議
論
の
封
象
に
な
る
の
は
最
近
の
こ
と
で
、

敦
埠
の
僧
官
制
度
の
研
究
の
成
果
に
よ

(
6
)
 

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

つ
い
で
カ
パ
イ
ン

〉
・
4
0
ロ
の
目

g
s
女
史
(
一
九
六
一
〉

ツ
ィ

l
メ

可

-NFg戸
叩
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

Z
Zロ
閃
の
語
は
本
来
官
吏
の
二
回
同
位
を
意
味
し
た
が
、
寺
院

の
ち
第
一
線
級
の
ウ
ィ
グ
ル
人
に
と
っ
て
個
人
名
を
構
成
す
る
部
分
と
し
て
み
え
る
。
こ
れ
ま
で
に
四

O
人
ほ
ど
の
人

名
に

E
Zロ
ぬ
と
い
う
構
成
部
分
を
持
つ
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
ウ
ィ
グ
ル
語
詩
者
で
あ
り
、
開
学
者
の
似
Z
2
0
ω
位
口
叶
己
g
m
や
関
口
口
仲
田
広
ロ

(

7

)

 

(
町
内
君
吉
宮
司
〕
百

)ω
出

ご

吋

E
C口
問
は
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
た
ち
で
あ
る
と
み
て
よ
い
」
。

行
政
に
は
い
り
込
み
、

(
8
)
 

ハ
ミ
ル
ト
ン
]
国
自
己
-
Zロ
氏
は
第
三
一
回
園
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
人
文
科
皐
曾
議
(
東
京一

九
八
三
)
で
、

ω出
-F
叶
E
g
m
の

ωwFJ円〈白山口
¥広
三
を
取
り
奉
げ
て
、
こ
の
、
長
い
間
論
議
を
呼
び
語
源
不
明
の
稽
抗
が
中
園
語
の
闇
梨

(
J阿
閣
梨
〈
ωE-

W
骨
富
山
師
)
に
由
来
す
る
と
い
う
新
し
い
提
案
を
行
っ
た
が
、
翌
年

=
F
B
号同
g
E
Z
2
2
2ロ
m
g
o
c
G
O
C叶

3

と
題
し
て
シ
ェ
リ
密
口

「
質
際
、
中
園
語
の
稽
抗
、
都
統
は
都
信
統
の
略
稽
さ
れ
た
一

嬰
形
の

ま
た
、

:
j

;
 

卜
手
ぽ

U
】ロ
mρ

。

Z
Zロ
ぬ
〈
都
統
)
に
も
言
及
し
た
。
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に
つ
い
て
詳
論
す
る
と
と
も
に
、

(

9

)

 

よ
う
に
み
え
る
」
と
い
い
、
中
園
本
土
の
北
西
に
あ
っ
て
中
園
語
の
人
び
と
に
は
、
併
敬
徒
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

1
の
長
官
を
示
し
た
こ
の
稿
競
が、

一
O
世
紀
の
初
め
こ
ろ
か
ら
、
閉
じ
意
味
で

Z
Eロ
ぬ
の
形
の
も
と
で
、
ウ
ィ
グ
ル
語
に
採
用
さ
れ
え
た
と
述
べ
る
。
か
つ
て
鴻
家
昇
は
、
北

(

印

〉

(

日

)

貌
の
借
官
、
沙
門
統
ハ
道
人
統
)
制
度
に
み
え
る
沙
門
都
統
か
ら
の
出
自
を
説
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
道
宣

(呂田
1
8
3
撰、

『
績
高
僧
惇
』

(
ロ
)

巻
九
「
稗
霊
裕
」
の
俸
に
は
「
有
数
令
立
僧
官
、
:
:
・
魚
都
統
」
と
あ
り
、
高
麗
・
魔
訓
撰
『
海
東
古
両
信
停
』
巻
一
「
樟
義
淵
」
の
俸
に
「
歴

(

臼

〉

跨
稿
用
世
篤
都
統
、
所
部
信
尼
不
滅
二
百
高
」
と
い
い
、
さ
ら
に
藤
枝
晃
数
授
の
研
究
に
な
る
敦
憧
寓
本
「
牌
子
暦
」
ハ
ω・ミ
N
S
に
み
え
る
「
都

(
U
)
 

統
石
恵
蝿
」
や
「
都
統
康
智
詮
」
の
事
例
か
ら
み
る
と
、
信
官
な
い
し
健
尼
の
統
率
者
と
い
う
意
味
で
中
園
で
は
か
な
り
一
般
的
に
寺
院
行
政

に
闘
し
て
都
統
の
語
が
通
用
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
意
味
の
う
え
で
沙
門
都
統
な
い
し
都
信
統
の
省
略
形
と
し
て
逼

帯
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ウ
ィ
グ
ル
語
へ
官
職
の
稽
蹴
と
し
て
は
い
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
と
に
か
く
の
ち
、

モ
ン
ゴ
ル



元
朝
期
に
は
漢
文
史
料
に
「
都
通
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、

ウ
ィ
グ
ル
出
土
文
献
、

つ
ま
り
経
典
鶏
本
の
識
語
や
契
約
謹
書
な
ど
の
私
文
書
及
び
寺
院
公
文
書
に
み
え
る
ト
ゥ
ト
ヲ
ン
グ

と

ウ
ィ
グ
ル
併
数
徒
社
舎
の
一
端
を
考
察
す
る。

史
料
的
制
約
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
期
の
ト
ヮ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
が
主
な
舞

そ
の
周
迭
を
探
り
、

歪
で
あ
る
こ
と
を
、

は
じ
め
に
諒
と
さ
れ
た
い
。

稽
競
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ
を
持
つ
人
び
と

ウ
ィ
グ
ル
・
漢
文
献
に
現
わ
れ
る

2
2ロ
ぬ
〈
都
統
〉
は
す
べ
て
個
人
名
の
構
成
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
が
官
稽
挽
を
意
味
し
た
か
、

寺
院
組
織

の
稽
挽
で
あ
っ
た
か
、
併
教
徒
の
聞
の
私
的
傘
稽
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
人
名
の
構
成
部
分
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
さ
ほ
ど
明
ら

か
で
な
い
。
少
な
く
と
も
あ
る
時
期
に
は
僧
侶
の
隼
稽
に
使
わ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
っ
と
も
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
、
有
名
な
ト
ヲ

(

日

)

ル
フ
ァ
ン
壁
董
題
字
で
あ
ろ
う
。
ベ
ゼ
ク
リ
ク
窟
院
の
第
九
洞
に
あ
っ
た
三
人
の
漢
入
信
の
壁
重
題
字
は
左
か
ら
第
一
番
目
に
「
法
恵
都
統
之

- 59一

像
」

E

〈

a
mミ
叶
己
ロ
ロ
ぬ

gme巳ロ間四円仏
z
r
α
同

E
r
o
管
官
3

(

法
恵
都
統
殿
の
聖
像
は
こ
れ
で
あ
る
〉
と
あ
り
、
同
様
に
第
二
番
目

「
準
恵
都

統
」

tω
笠
宮
可
叶
己

g
m
g
mョ
第
三
番
目
「
智
通
都
統
」
=
内

V
g
m
吋

Egmgmww
の
名
稿
が
あ
る
。

最
近、

森
安
孝
夫
氏
が
第
三
番
目

(

日

)

(

げ

)

の
智
通
を
「
掴
梓
智
逼
」
(
『
宋
高
僧
俸
』
巻
一
一
一
)
に
嘗
て
る
の
は
、
け
だ
し
卓
見
で
あ
ろ
う
。
第

一
番
目
の
法
恵
は
漢
文
献
に
同
名
異
人
が
散
見
す

〈

四

)

る
が
、
『
名
信
惇
抄
』
巻
一
の
「
高
昌
仙
窟
寺
法
恵
」
は
そ
の
惇
読
的
名
撃
の
ゆ
え
に
も
っ
と
も
可
能
性
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
第
二
番
目
の
準

〈川口〉

奴
隷
解
放
文
書
に
相
談
者
と
し
て
名
前
が
み
え
る

ωヨ
官
u
て
吋
己
ロロ

m
g
m
は
同
名
の
人
物

恵
は
寡
聞
に
し
て
漢
文
献
に
同
名
を
み
な
い
が
、

で
あ
る
。
ウ
ィ
グ
ル
人
の
聞
で
名
撃
を
博
し
た
傍
信
だ
っ
た
可
能
性
を
残
す
。
と
も
か
く
ベ

ゼ
ク
リ
ク
壁
董
に
描
か
れ
た
三
人
の
倫
像
は
同
時

代
の
人
物
を
寓
寅
し
た
も
の
で
は
な
い

u

三
者
同
一
の
容
姿

・
装
束
の
類
型
的
信
像
へ
、過
去
に
寅
在
し
た
と
み
ら
れ
る
信
名
を
嘗
て
は
め
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
過
去
の
漢
人
倫
に
劃
す
る
稽
競
と
み
る
か
ぎ
り
で
は
、

E
Zロ
∞
(
都
統
〉
は
傘
稽
で
あ
り
、
人
名
の
後
に
お

59 

く
の
は
ウ
ィ
グ
ル
語
の
語
法
で
あ
る
。



60 

Z
Zロ
ぬ
〈
都
統
、
都
通
)
を
持
つ
人
名
を
列
拳
す
る
。
固
有
の
人
名
が
漢
字
に
復
元
さ
れ
う
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
は
、

質
に
半
数
前
後
に
及
び
、
そ
れ
は
も
と
も
と
ウ
ィ
グ
ル
人
か
漢
人
か
の
問
題
を
提
起
す
る
が
、
い
ま
は
こ
の
課
題
に
立
ち
入
ら
な
い
。

(
初
)

(
一
)
イ
ナ
ン
チ

u
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

A
E
E
叶
巳

g
m
(伊
難
支
都
統
)
・
イ
ナ
ン
チ
は
、
敦
埋
信
官
「
沙
州
宋
信
政
等
」
へ
の
書
簡
差
出
人
で

以
下
に
、

な
お
、

あ
る
。
肩
書
の
原
文
は
、
森
安
氏
に
よ
れ
ば
、

「
賞
紫
金
印
校
検
廿
二
城
胡
漢
信
尼
事
内
供
奉
骨
都
旅
沓
密
施
鳴
瓦
伊
難
支
都
統
大
徳
」

と
あ

「
廿
二
城
」
は
、
マ
ニ
数
寓
本
断
片
の

zρomoc-忌
宗
広
三
S
E
E
S
-
w
(
コ
l
チ

り
、
こ
の
長
い
稿
競
の
解
穫
も
同
氏
の
分
析
の
と
お
り
、

(

幻

〉

ヨ(吉
岡昌
)
闘
二
十
二
市
)
に
あ
た
る
。
「
内
供
奉
」
も
え
ω
E
-
z
g司
自
民
ぴ
∞
臥

「
骨
都
緑
沓
密
施
鳴
瓦
」

敦
埋
の
都
信
統
に
も
相
嘗
す
る
信
官
で
あ
ろ
う
か
。

/町、

嬰
ら
カミ
な

個安
本在
司自 せ
t土、る
~. 顧
? 問凶、J
ロ
内と
で酎
あ雁

す
る
と
み
ら
れ
、
西
ウ
ィ
グ
ル
園
の
官
職
名
と
考
え
ら
れ
る
。

っ
て
、

Z
Eロ
ぬ
(
都
統
〉
は
「
大
徳
」
に
相
醸
し
い
ウ
ィ
グ
ル
の
稿
鵠
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

〈

〈

(

勾

)

(
二
)
シ
ン
グ
コ
H

シ
ェ
リ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

ω
E
m
A
O
ω
丘一、
H
，c
Eロ
m-
シ
ン
グ
コ
は
、

- 60一

ピ
シ
ュ
バ
リ
ク
人
で

『
金
光
明
経
』
、
『
慈
思
停
』

そ
の
他
の
ウ
ィ
グ
ル
諜
者
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
人
名
は
、
ツ
ィ

l
メ
氏
(
一
九
七
六
)
に
よ
っ
て
、

一
四
世
紀
前
牢
(
二
ニ
四
七
年〉

の
ウ
ィ
グ
ル
折
本
版
本
の
漢
字
丁
附
と
と
も
に
印
刷
さ
れ
た
「
勝
光
法
師
」
の
「
勝
光
」
に
比
定
さ
れ
た
が
、
同
氏
は
同
じ
人
物
と
み
る
こ
と
に

(

幻

〉

〈

(

剖

)

は
な
お
慎
重
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
稽
挽

E
Z
(閣
梨
一
ハ
ミ
ル
ト
ン
設
)
が

z
ρ
o
E
B
E
〈右側同

g
ロ

Zmww
〔
*
観
音
奴
法
師

ω
m
E
E∞〕

の
例
か
ら
み
て
「
法
師
」
と
同
程
度
の
意
味
を
持
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

〈

(

お

〉

(
三
)
キ
ュ
イ
ン
ツ
イ
ン
H

シ
ェ
リ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
関
口
豆
田
口
ロ
(
同
巳
己
2
5
)
印
卸
ご
叶
己
ロ
ロ
m-
キ
ュ
イ
ン
ツ
イ
ン
も
、

出
〉
三
同
日
以
〉
S
O
E
Eベ
〉
E
Fロ
(
園
の
向
き

ピ
シ
ュ
パ
リ
ク
人

で
『
慈
悲
道
場
働
法
』
(
大
正
四
五
、
一
九
O
九
)
の
ウ
ィ
グ
ル
誇
者
。
課
程
の
施
主
名
は

を
直
し
た
る
勇
し
き
幸
あ
る
獅
子
日
園
玉
の
名
稽
か
)
の

〉
g
o
m臥
(
「
園
男
」
〉
官

(
1殿

H
E問
)
の
カ
デ
ィ
ル
H

バ
シ
ム
ロ
包
一同
円
切
印
刷
と

(そ
の

(

お

)

夫
人
)
ウ
ク
リ
ト
H

テ
ン
グ
リ
ム

C
E同件、
HEm町
立
自
の
第
三
子
云
々
と
讃
み
た
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
詳
者
は
西
ウ
ィ
グ
ル
園
時
代
に
属
す

(

幻

)

る
法
師
と
み
ら
れ
る
。
人
名
の
讃
み
関
巳
ロ
仲
田
口
百
(
*
玄
泉
〉
は
ツ
ィ

l
メ
氏
の
提
案
で
あ
る
。

〈

(

部

)

O
R
Cロ

ω帥
ロ
叶
EBim-
書
篤
人
。
詳
し
く
は
不
明
。

(
四
)
カ
ル
ン
H

シ
ェ
リ
u
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ



(

勾

)

(
五
)
キ
タ
イ
H

シ
ェ
リ

(
0
・
)
日
ト
ヮ
ト
ク
ン
グ
ス
U
H
S可

P
E
(噌
)
吋
巳
己
ロ
閃
(
合
台
薩
哩
都
遇
、
乞
台
薩
理
〉
・
キ
タ
イ
は
、
ピ
シ
ュ
パ
リ
ク

人
で
、
『
根
本
説
一
切
有
部
出
家
授
近
固
渇
磨
儀
範
』
(
大
正
四
五
、
一
九
O
四
)
及
び
『
根
本
読
一
切
有
部
芯
調
習
皐
略
法
』
〈
大
正
四
五
、
一
九

O
五
〉
の
漢
詩
者
で
あ
る
。
元
一
一
帝
師
パ
ス
パ
の
序
文
(
至
元
七
年
日
一
二
七
O
〉
に
「
語
主
生
縁
北
庭
都
護
府
、
解
二
種
昔
、
法
詞
逼
鼎
、
諸
路
樟

門
綿
統
、
合
台
薩
哩
都
逼
L

『
至
元
録
』
序
の
「
弘
敬
大
師
合
台
薩
里
」

〈
大
正
四
五
、
九
O
五
頁
上
)
と
あ
り
、

(大
正
別
巻
二
、

一
七
九
頁
〉
に

ほ
か
な
ら
ず
、
肩
書
か
ら
『
元
史
』
倉
一
三

O
(阿
魯

津

薩

理

俸

〉

の

「

乞

台

薩

理

」

で

あ

る

。

「

因

究

冗

人

、

組

阿

台
薩
理
、
精
併
氏
率
、
生
乞
台
薩
理
、
襲
先
業
通
経
律
論
、
業
既
成
、
師
名
之
日
寓
全
、
至
元
十
二
年
入
魚
種
数
都
纏
統
、
奔
正
議
大
夫
、
同

(

却

)

知
縛
制
院
事
、
加
賀
徳
大
夫
、
統
制
使
、
年
七
十
卒
、
子
三
人
」
と
あ
る
。
こ
の
家
に
襲
名
と
な
っ
た

え
で
ウ
ィ
グ
ル
口
蓋
音
の

E
E
と
一
致
し
な
い
に
し
て
も
、

『
元
史
』
の
俸
に
よ
る
と
、

「
薩
理
」
?とぐ
g
S
が
見
掛
け
の
う

別
の
来
源
を
想
定
す
る
理
由
は
な
さ
そ
う
に
み
え
る
。

元
朝
へ
入
朝
す
る
(
至

元
十
二
年
二
二
七
五
)
以
前
の
日
附
を
持
つ
史
料
の
稽
挽
「
都
通
」

(
E
E巴
が
ウ
ィ
グ
ル
併
借
と
し
て
の
傘
稽
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

さ
れ
て
よ
い
。
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以
上
、
人
名
に
窓
口
の
稽
競
を
伴
う
人
物
が
勝
れ
た
皐
間
借
で
あ
り
、
と
り
わ
け
乞
台
薩
理
が
妻
子
を
持
つ
家
産
信
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目

〈

(

M

U

)

(
ム
ハ
)
シ
ャ
ピ
H

ア
タ
H

ト
ウ
ト
ヮ
ン
グ

ω曲目)ル〉
g
H，己ロロ
m-
シ
ャ
ピ
H

ア
タ
は
、

ウ
ィ
グ
ル
需
鶏
本
『
慈
悲
道
場
働
法
』

(上
記
第
三
〉

の
供
養
主
で
、

寓
経
の
時
に
挿
入
さ
れ
た
施
主
名
で
あ
る
。

リ
ム
切

o
E
叶郎ロ
m巳
ヨ
」
な
ど
と
み
え
る
。

「
わ
れ
ら
シ
ャ
ピ
H

ア
タ

u
ト
ク
ト
ヲ
ン
グ
と
(
そ
の
夫
人
〉
ボ
ル
テ
ィ
H

テ
ン
グ

書
経
と
同
時
代
で
は
な
く
、
潟
本
の
正
書
法
は
後
期
を
一
示
す
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ
の
テ
キ
ス

る
が
、

ト
の
研
究
者
の
ヴ
ア
ル
ン
ケ
巧
民
ロ
宮
夫
人
は

z
Z
0
4
5
E曲
吋
巳
g
mww
と
し
、

「沙
調
の
父
都
統
」
の
意
味
に
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
似
白
宮

〉
S
は
固
有
の
名
前
(
遁
稽
0
・
〉
で
あ
っ
て
、
も
し
沙
謂
(
側
同
E
)

(
日
記
〉

ト
ン
ガ
ヘ
フ
カ
H

シ
ャ
ビ
、
吋
O

口
問
白
切
口
ρ
印
刷
由
主
(
∞
玄
。
ア
∞
N
H
N
l叶
印

b
r
)

の
よ
う
に
書
か
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
ど

ツ
ィ
l
メ
氏
も
「
沙
粛
の
〉
S
、H
，E
g
m」
と
解
す

の
身
分
を
一
示
す
な
ら
ば
、

う
で
あ
ろ
う
か
。
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〈

(

お

〉

(
七
)
シ
ン
グ
ツ
イ
ン

u
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
∞

g
m丹

2
5
叶
E
S
m
-
向
上
経
典
の
潟
本
供
養
者
。

ツ
ィ

l
メ
氏
に
よ
れ
ば
漢
名
は
「
勝
泉
」
。
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〈

(

叫

)

(
八
)
チ
グ
イ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

C
mミ
叶
己
g
m
同
上
経
典
の
寓
本
供
養
者
。

(

お

〉

(
九
)
バ

ジ
チ
ャ
ク
u
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

切
由
民

Z
叶
三

5
m
向
上
経
典
の
寓
本
供
養
者
。

ツ
ィ

l
メ
氏
に
よ
れ
ば
、

漢
名
は
「
智
慧
L

。

ま
た
バ
チ
ャ

ク

切
忠

2
、H，
E
g
m
と
も
讃
み
う

る
と
い
う
。

(
一
O
)ア
ン
ツ
ア
ン

グ
H

パ
フ
シ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

〉ロ丹回目ロ
m
切
白
岡
町

(

お

)

叶
三
ロ
ロ
∞
(安
蔵
〉
・
ア
ン
ツ
ア
ン

グ
は、

ピ
シ
ュ

バ
リ
ク
人
で

『
四
十
華
巌
』
他
の
ウ
ィ
グ
ル
罪
者
、

作
詩
者
。

モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
の
ア
リ
ク
H

ブ
ケ

ク
ビ
ラ
イ
に
仕
え
た
ご
二
九
三
年
波〉。

詩
文

に

〉ロ

2
8関
心
同
ロ
ロ
ヨ
}
内
管
制
F

(

安
磁
翰
林間
学
士
)
と
み
え
、

元
朝
下
の
官
職
を
示
す
が
、

見
出
し
の
名
稽
に
つ
い
て
は
、

E
F
B
N
広
吉岡
N

E
m
F
B
N
同ロ吋

ror陣
巴
阻
止
口
百
円
円
ベ
自
問
ロ
∞
P
}
g
B
門出ロ門担
z
r
5
E
σ
0山吉伸
7
H
ベ
ゲ
ぶ

σと
S
(・ロベ
〉
同ロ円曲目ロぬ

主
君
、
ア
リ
夕
日
プ
ケ
皇
子
の
命
令
に
よ
り
、
彼
の
(
侍
)
街
、
後
皐
の
ピ
シ
品
パ
リ
ク
人
、
ア
ン
ツ
ア
ン
グ
師
ト
ウ
ト
内
ソ
ン
グ
)
と
あ
る
。

安
蔵
の
博
記
は

〔

σ〕
g
n
E
Z
Zロ
m
ww
〈
わ
れ
ら
が

す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
が

「
聞
父
兄
諺
語、

郎
了
大
義
」

(
紳
這
碑
、
小
田

一
九
八
五、

一
二
五
頁
)
と
い
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い
併
家
に
生
れ
妻
子
を
持
っ
た
。

(
一
一

〉
ア
ス
ィ
グ
H

ト
ウ
ト
ウ

ン
グ

(

日

出

)

〉
∞
々
、
H
，

E
g
m
-
作
詩
者
。

プ
ラ
テ
ィ
ヤ
H

シ
リ
の
作
詩
を
撰
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
元
朝
時
代
の
人

物
で
あ
る
。

(

叩

叩

〉

(
一
一
一
)
チ
ス
イ
ン
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
ロ
ヨ
江
口
、
吋
E
g
m
-
作
詩
者
。
詩
行
に
、
H
，

a仏
己
(
大
都
)
の
語
が
み
え
る
の
で
、

(
ぬ
〉

人
物
で
あ
る
。
ツ
ィ

1
メ
氏
は
こ
の
人
名
に
「
智
泉
」
の
漢
字
を
あ
て
る
。

(

川

制

)

三
一
二
)
サ
リ
グ

u
ト
ウ
ト

ウ
ン
グ

ω
Rコ
叶
己
g
m
-
リ
ι

ク
チ
ュ
ン

グ
の
人
で
タ
ン
ト
ラ
の
ウ
ィ

グ
ル
詳
寓
本
の
書
寓
人
で
あ
る
。
元
朝

や
は
り
元
朝
下
の

諸
王
(
西
寧
王
)
の
ア
ス
タ
イ
王
子
の
令
旨
に
よ
っ
て
沙
州
で
書
寓
し
た
(
一
三
五
O
年〉。

(
日
目
〉

(
一
四
)
ト
イ

ン
H

ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

袋
、H
O
可
宮
叶
己
ロ
ロ
ぬ
(
脱
印
都
統
)
・
元
朝
時
代
の
ウ
ィ
グ
ル
語
羽一拝者。

(

必

〉

(
一
五
)
コ
ン
イ
ム
ド
ク
日
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
ス
ω
o
E
B円
山
口
叶
ロ
E
ロ
ぬ
(
観
音
奴
都
統
)
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
残
紙
漢
文
・
ウ
ィ
グ
ル
文
断
片
に

み
え
る
ウ
ィ
グ
ル
講
者
。
漢
文
経
典
骨
柄
本
の
一
断
片
に
、
経
文
の
上
欄
に
別
字
で
「
観
音
奴
都
統
所
別
誇
」
と
書
か
れ
る

〈表
面
)
。
そ
し
て
裏



面
に
左
か
ら
「
別
詩
文
之
第
一
峡
詑
無
安
震
」

(
責
文
弼
の
解
讃
)
と
一
行
が
あ
り
、

四
行
の
ウ
ィ
グ
ル
文
が
績
く
。

ウ
ィ
グ
ル
文
第
一
行
は

E
E円三
w-ロ
5
m
σ
問
山
内
町

B
m位
一eww
ハ
別
誇
の
初
峡
は
お
わ
っ
て
)
と
讃
め
る
。

(
一
六
)
ト
ヲ
ケ
ル
H

テ
ミ
品
ル
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

で
、
ト
ン
ガ
H

プ
カ
H

シ
ャ
ピ
と
分
措
し
て
書
い
た
と
も
あ
る
。

以
上
、
ウ
ィ
グ
ル
・
漢
文
書
者
、
作
詩
者
、
書
篤
人
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
悌
数
経
典
、
併
数
詩
文
皐
の
専
門
家
で
あ
り
、
借
侶
の
身
分
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
信
(
ぎ
ヨ
ロ
)
は
、
原
則
と
し
て
は
主
管
内
出
ロ
ゲ
R
4
E
Cロ
ロ
喝
さ
ヨ
ロ
即
日
ロ
g
m
v
o
-日
以
F
H
3

(
家
よ
り
、

(
川
岨
〉

財
よ
り
出
て
、
借
・
尼
と
な
っ
た
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
魚
政
者
の
許
可
を
要
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

(

川

町

)

吋
¢

E
-
H，即日
ロ
門
叶
ロ
〔
Z
ロぬ〕・

頭
韻
詩
の
書
篤
人
(
作
者
?
〉
で
、

沙
州

(
g
r
z
E
)

師
信
に
就
い
て
皐
習
し
併
家
の
惇
統
を
繕
ぐ
こ
と
は
も
と
よ
り
、
妻
子
を
持
つ
家
産
信
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

(

必

)

載
る
ウ
ィ
グ
ル
高
信
の
。
フ
ラ
テ
ィ
ヤ
H

シ
リ
(
必
蘭
納
議
里
)
が
妻
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

シ
ン
グ
コ
、

『
元
史
』
の
「
樟
老
俸
」

に

要
す
る
に
、

西
ウ
ィ
グ
ル
園
で
は
イ
ナ
ン
チ
、

キ
ュ
イ
ン
ツ
イ
ン
の
場
合
に
お
け
る
よ
う
に
、

ー寸

法
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中
園
語
で
「
大
徳
」
や

師
」
と
稽
せ
ら
れ
る
も
の
が
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
の
稽
競
を
有
し
た
。
少
な
く
と
も
イ
ナ

ン
チ
は
倫
官
的
地
位
に
あ
っ
た
。
次
に
、
キ
タ
イ
H

シ
ェ

リ
〈
?
)
や
ア
ン
ツ
ア
ン
グ
は
併
家
に
生
れ
師
信
に
つ
き
、
モ

ン
ゴ

ル
・
元
朝
期
に
第

一
紐
の
信
官
、
撃
者
借
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の

(

必

〉

時
期
に
も
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
が
ひ
ど
く
値
打
の
落
ち
た
稽
挽
に
な

っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
借
侶
に
劃
す
る
稽
抽
別
で
あ
っ

て
、
ウ
ィ
グ
ル
人
の
聞
で
は
家
産
倫
の
存
在
は
無
視
で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
在
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
タ
イ
H

ト
ク
ト
向
ソ

ン
グ
の
周
溢

ウ
ィ
グ
ル
契
約
謹
書
な
ど
の
私
文
書
に
み
え
る
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ
の
な
か
で
、

ア
タ
イ
u
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
〉
S
U『
叶
己ロロ閉山

は
、
も
っ
と
も
注

自
に
値
す
る
。
こ
の
人
物
を
取
り
巻
く
私
的
交
際
関
係
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
山
回
数
授
を
は
じ
め
先
人
の
研
究
に
よ
っ
て
ウ
ィ
グ
ル
併

63 

数
徒
祉
舎
の
一
面
を
知
り
う
る
の
で
、
多
少
詳
し
く
述
べ
る
。
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(
一
七
〉
ア
タ
イ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
〉
gu『
叶
三

g
m
(阿
陸
γ

ア

タ

イ

は

、

関

係

の

四

文

書
に
登
場

(

U

)

(

必

)

(

必

〉

す
る
。
第
一
文
書

日
ア
タ
イ
交
付
の
男
奴
ピ
ン
ト
ゥ
ン

グ
賓
債
領
牧
書
、
第
二
文
書
υ

ア
タ
イ
交
付
の
男
奴
ピ

ン
ト
ゥ
ン
グ
寅
渡
契
約
書
、
第

(

印

〉

(

日

)

三
文
書
υ

シ
ウ
サ
イ
交
付
の
男
奴
ピ
ン
ト
ゥ
ン
グ
解
放
文
書
、
第
四
文
書
リ
男
奴
ピ

ン
ト

ゥ
ン
グ
の
嘆
願
書
。
以
上
回
文
書
の
関
係
と
内
容
の

い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ト
ゥ
ン

グ

出
口
Z
ロぬ

概
略
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

漢
人
の
ピ
ン
ト
ゥ
ン
グ
は
幼
少
の
と
き
、
書
字
・
数
民
平
を
習
っ
た
。

か
、
ア
タ
イ
の
家
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
に
か
く
借
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
奴
隷
身
分
か
ら
解
放
さ
れ
る
傑
件
も
整
わ

な
い
ま
ま
、
す
で
に
四
十
歳
に
達
し
て
い
た
。
漢
人
借
の
定
恵
大
師
ら
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
「
主
人
」
が
引
き
取
っ
て
奴
隷
か
ら
解

そ
れ
は
、

ア
タ
イ
の
家
で
男
奴
と
し
て
家
内
務
働
に
従
う
以
前
か
ら

放
す
る
と
い
う
。

定
恵
大
師
の
法
友
で
あ
る
漢
人
の
シ
ウ
サ
イ
大
師

3
5ミ
吋
ミ
3
が
九
錠
の
賓
紗
を
代
慣
に
ア
タ
イ

か
ら
買
い
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
分
割
携
い
さ
れ
た
の
で
支
挽
完
了
の
日
に
買
渡
契
約
書

(
第
二
文
書
〉
の
調
印
が
行
わ
れ
、
ア
タ
イ
は
別
に
九

話
が
ま
と
ま
り
、

錠
の
貰
債
領
枚
重
田
(
第
一
文
書
〉
を
書
い
た
。

同
時
に
、

シ
ウ
サ
イ
は
「
官
民
の
前
で
」
解
放
文
書
を
書
き
、
ミ
ン
グ
ベ
ギ
ハ
千
人
長
)
官
の
捺
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印
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
、
解
放
の
認
可
献
で
も
あ
る
自
由
誼
書

(
第
三
文
書
)
は
ピ

ン
ト

ゥ
ン
グ
に
手
渡
さ
れ
た
。
た
だ
し
解
放
の
傑
件
は
シ

ウ
サ
イ
ハ
と
そ
の
夫
人
)
の
死
後
に
渡
殺
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
ピ
ン
ト
ゥ
ン
グ
は
シ
ウ
サ
イ
に
引
き
取
ら
れ
た
が
、
嘗
面
は
依
然
と

し
て
奴
隷
身
分
で
「
わ
が
主
人
」
に
仕
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
「
主
人
」
は
自
由
謹
書
を
預
か
る
と
い
う
の
で
、
差
し
出
し
た
。
と
こ

ろ
が
ピ
ン
ト
ゥ
ン
グ
が
誼
書
の
こ
と
を
訊
ね
る
と
、
主
人
は
「
何
庭
か
へ
置
き
忘
れ
た
」
、
「
ひ
と
に
盗
ま
れ
た
か
」
、
「
わ
た
し
の
も
の
を
お
前

は
取
っ
た
」
と
い
い
、
今
に
な
っ
て
「
私
を
轄
買
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
園
王
の
御
名
に
お
い
て
借
侶
と
な
り
一
隅
徳
を
施
せ
よ
」

と
い
い
、
自
由
謹
書
を
交
付
し
、

「
私
」
を
引
き
取
っ
て
下
さ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
宜
し
く
御
高
配
を
賜
り
た
い
、

と
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
グ
は
所

轄
の
官
へ
嘆
願
書

(
第
四
文
書
〉
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

(

臼

)

と
は
間
違
い
な
い
。
第
一
文
書
の
漢
文
添
書
で
は
、
ア
タ
イ
は
こ
の
人
物
を
「
大
聖
都
通
」
と
呼
ん
で
い
る
。
た
だ
こ
の
嘆
願
書
に
日
附
は
な

ピ
ン
ト
ゥ
ン
グ
の
嘆
願
書
で
「
わ
が
主
人
」
と
い
う
の
が
シ
ウ
サ
イ
大
師
で
あ
る
こ

く
賓
際
に
受
理
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
全
く
不
明
で
あ
る
。
他
の
三
文
書
の
日
附
「
龍
年
第
八
月
二
十
六
日
」
は
、
第
三
文
書
の
末
尾
の
漢
文
添



書
に
「
庚
辰
」
と
み
え
、
元
朝
至
元
一
七
年
(
一
二
八
O
〉
に
嘗
る
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
異
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
三
文
書
に
よ
る
と
、
漢
人
備
の
シ
ウ
サ
イ
(
大
聖
都
通
〉
は
「
コ

l
チ
ョ
(
高
昌
〉
に
あ
る
ア
タ
イ
H

ト
ヮ
ト
ゥ
ン
グ
の
と
こ
ろ
の
ピ
ン
ト

(

臼

〉

ゥ
ン
グ
と
名
付
け
る
四
十
歳
の
中
園
男
子
を
、
経
典
を
知
る
ゆ
え
」
に
買
い
取
り
、

り
、
わ
が
家
財
を
管
理
し
て
行
け
よ
。
わ
れ
ら
こ
の
後
死
せ
ば
、

「
わ
れ
シ
ウ
サ
イ
大
師
に
、
わ
が
妻
に

シ
ン
キ
ン
グ
N

シ
ン
イ
ン
山
z
r
E
m
ω
5・E
ハ
新
因
。
を
頭
と
す
る
わ
が
息

。
長
子
。
と
な

子
ら
と
わ
が
家
を
執
務
し
訊
ね
合
い
相
談
し
て
行
け
よ
。
わ
が
息
子
ら
と
和
合
し
え
ざ
れ
ば
、
ピ

ン
ト
ク
ン
グ
は
わ
が
家
の
何
某
に
も
束
縛
さ

(

臼

〉

れ
ず
に
自
身
が
上
方
の
山
へ
下
方
の
砂
地
へ
行
く
と
も
四
這
は
自
由
と
な
れ
」
と
あ
り
、
末
尾
漢
文
の
添
書
に
「
庚
辰
旗
捌
月
念
六
日
給
興
新

(
間
山
)

恩
沙
調
善
斌
牧
執
」
と
い
い
、
新
た
に
陛
下
の
思
恵
を
え
て
沙
粛
と
な
っ
た
ピ
ン
ト
タ
ン
グ
(
善
斌
)
に
こ
の
謹
書
が
給
付
さ
れ
て
彼
が
牧
執

(

回

〉

し
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
文
面
は
、
嘆
願
書
に

「
お
前
に
始
か
ら
自
由
謹
書
を
輿
え
よ
う
」
、
「
わ
た
し
が
有
る
ハ
H

生
存
す
る
)
限
り
わ
た
し
に

〈

幻

)

敬
い
仕
え
な
さ
い
(
従
来
ど
お
り
奴
隷
身
分
を
い
う
)
。
そ
れ
か
ら
静
か
に
居
れ
ば
、
四
道
は
自
由
と
な
り
、
思
い
通
り
に
借
侶
と
な
る
」
と
ピ
ン

ト
ゥ
ン
グ
が
「
主
人
」
の
言
葉
を
引
用
す
る
内
容
と
ま
さ
し
く
一
致
す
る
。
要
す
る
に
第
三
文
書
の
自
由
謹
書
は
上
述
し
た
よ
う
に
奴
隷
主
シ

ウ
サ
イ
の
死
後
数
力
を
設
す
る
こ
と
を
ピ
ン
ト
ク
ン
グ
も
承
知
し
、
沙
蒲
と
し
て
シ
ウ
サ
イ
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
自
由

謹
書
は
事
責
上
遺
言
肢
の
-
意
味
合
い
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
謹
書
の
誼
人
と
し
て
貫
在
の
人
物
で
な
く
、
一
脚
名
も
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(

開

)

す
で
に
山
回
数
授
が
注
目
さ
れ
、
同
様
な
文
言
を
、
や
は
り
解
放
文
書
の
一
つ
に
見
い
だ
し
て
お
ら
れ
る
。
戸
主
が
重
病
に
な
っ
て
臨
終
に
、

家
一
量
一
を
解
放
し
手
交
し
た
自
由
謹
書
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
死
後
の
孝
一
帽
を
自
ら
祈
り
、
併
教
徒
の
功
徳
表
現
の
一
つ
「
放
家
重
従
良
」
に
あ
た

(

回

)

(

印

〉

〈

臼

〉

る
行
震
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
傍
法
に
蹄
依
す
る
人
び
と
の
守
護
神
の
四
天
王
や
同
様
な
意
味
を
持
っ
た
は
ず
の
七
母
天
を
誼
人
と
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
グ
が
愁
訴
し
た
目
的
は
手
放
し
た
自
由
謹
書
を
取
り
戻
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
シ
ウ
サ
イ
は
「
そ

(

臼

〉

の
謹
書
類
を
何
慮
か
へ
置
き
忘
れ
た
」
と
い
っ
て
自
由
謹
書
を
反
故
に
し
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ

で
詮
書
類
守
笠
岡
芯
『
〉
と
敢
え

て
複
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
第
一
、
二
文
書
は
シ
ウ
サ
イ
が
保
管
す
べ
き
も
の
で
、
第
三
文
書
の
自
由
謹
書
も
ピ
ン
ト
ゥ
ン

- 65一
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グ
か
ら
彼
が
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
奇
し
く
も
こ
の
三
逼
の
「
謹
書
類
」
が

一
括
し
て
護
見
さ
れ
た
こ
主
は
暗
示
的
で
あ
る
。
ピ
ン
ト
ヮ
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ン
グ
関
係
文
書
は
コ

l
チ
ョ
ハ
高
昌
)
に
お
け
る
ウ
ィ
グ
ル
人
の
ア
タ
イ
と
漢
人
大
師
た
ち
と
の
交
渉
を
示
す
具
陸
例
の
一
つ
で
も
あ
る
。
漢

人
男
奴
の
ピ
ン
ト
ゥ
ン

グ
は
嘆
願
書
の
な
か
で
、
主
人
た
る
シ
ウ
サ
イ
を
含
む
定
恵
大
師
ら
に
つ
い
て
、
「
d
m
c
u『
叶
回
可
制
同
(
定
恵
大
師
)
を
始

め
と
す
る

O
口
ミ
(
漠
人
〉
の
大
師
た
ち
'」
と
い
う
。
テ
ィ
グ
イ
吋
何
C
M
『
は
、

(

臼

)

「
定
恵
」
と
み
え
る
人
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ
の
漢
文
面
は
お
そ
ら
く
形
式
的
(
な
い
し
公
式
の
)
ウ
ィ
グ
ル
文
領
牧
謹
書
に
加
え
て
、
ア

(

臼

〉

タ
イ
自
身
に
よ
っ
て
代
債
受
領
の
経
緯
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
上
端
が
少
し
切
れ
て
、
し
か
も
難
解
な
と
こ
ろ
も
あ
る

(

臼

〉

お
お
む
ね
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。

ア
タ
イ
が
シ
ウ
サ
イ
へ
手
交
し
た
頁
債
領
牧
書
の
漢
文
面
に

が
、
鴻
家
昇
ら
(
一
九
五
八
)
に
よ
っ
て
解
諒
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
従
い
語
解
を
一示
す
と
、

た
つ
年
(
一
二
八
O
〉
八
月
二
十
六
日
に
「
善
斌
」

9
5
5巴
の
貰
買
の
た
め
に
支
携
わ
れ
た
金
銭
(
朴
政
〉
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り

0

・

:
・
九
日
、
十
一
日
に
支
携
わ
れ
た
時
、
「
小
子
諸
」
の
一

家
と

「引
年
」
・
「
俊
六
」
が
誼
人
と
な
っ
た
。
:
・
:
「
大
聖
都
通
」

3
2
g可
吋

a
g

が

「

醸

床

」

に

連

れ

て

行

き

支

梯

わ

れ

た

時

、

「

首

日

」

(

二
十
六
日
)
〔
ま

「
定
恵
」

(
d
m
c
u『
叶
a
w
O
と
「
宋
吾
?
」
が
誼
人
と
な

っ
た
。

で
に
〕
八
錠
紗
の
金
銭
を
手
交
し
お
わ
っ
た
。
そ
の
金
銭
は
「
阿
瞳
」

(
Eミ
吋
三

E
同
)
が
受
領
し
持
ち
去
っ
た
。

一
同
と
母
の
「
伴
撒
南
娘

- 66一

子
」
は
と
も
に

〔
連
名
で
〕

一
筆
書
い
た
。
な
お
受
領
す
べ
き
一
錠
を
残
し
、
ま
た
「
大
聖
都
通
」
が
い
く
ば
く
か
の
紗
ハ
紙
)
を
支
梯
っ
た
が

二
雨
に
達
せ
ず
、

「
嘗
日
」

(
二
十
六
日
)
に
「
雨
家
」
は
面
禽
し

〔
残
額
を
精
算
し
全
部
で
〕

九
錠
紗
を
〔
阿
燈
は
〕
受
領
し
お
わ
っ
た
の
で
、

こ

月
二
十
六
日
〉
に
遅
滞
な
く
完
了
し
た
こ
と
を
記
載
し
そ
れ
が
正
式
な
行
震
だ
っ
た
よ
う
だ
。

の
書
つ
け
を
自
身
の
手
で
書
い
て
記
と
な
し
た
。
第
二
文
書
の
買
渡
契
約
謹
書
に
買
債
九
錠
紗
の
授
受
が
契
約
謹
書
作
成
の
日
附
(
た
つ
年
八

ウ
ィ
グ
ル
人
と
漢
人
と
の
聞
に
お
け
る
取
引
の

う
え
、
複
雑
な
金
銭
授
受
の
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、

漢
文
で
添
書
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
事
情
に
よ

っ
て
、
男
奴
の
買
主
ア
タ
イ
と
そ

の
周
迭
の
人
的
交
流
が
幾
分
か
わ
か
る
こ
と
は
傍
倖
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
人
物
で
、
詮
人
の
「
定
恵
」(、
H

，F
同ロ司、
H
，

a
g
と

「小

子
諸
」
の
二
人
は
、
別
に
二
つ
の
文
書
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。

(
渇
)

そ
の
一
つ
は
、
定
恵
が

ωミ
O
印

-
3
3
0
3
な
る
人
物
へ
買
っ
た
奴
隷
と
代
債
取
引
の
完
了
を
示
す
謹
文
ら
し
く
、
誼
文
の
裏
面
の
右
下
に

漢
文
で
、

「
定
恵
取
一

(
?
〉
錠
十
五
両
輿
我
的
文
字
記
」

〈定
患
は一
0
・
錠
十
五
雨
を
受
取
り、

わ
れ
に
輿
え
た
註
文
、
記
す
)
と
、

謹
文
の
受
領



者
が
添
書
す
る
。

てコ

の
文
書
tこ

cn 
.:;::'切〈
g 」Z
M ・ 0〆'、。.<
(f)< -: 

30  
加/臣

、》ノ

~ 荒野
ミ氏
~:と

謬
す、J
t土

先
の
「
小
子
諸
」
と
き
わ
め
て
近
い
王
国
語
で
、

ま
た
鴻
家
昇
(
一
九
六
O
〉
震
表
の
も
う

(

訂

)

「
奈
氏
大
師
」
と
あ
る
と
い
う
日
粛
氏
?
〉
と
あ
る
人
物
に
あ
た
る

(
こ
の
文
書
に
は
漢
文
面
も
添
書
さ
れ
、

可
能
性
が
あ
る
。

「
定
恵
大
師
を
始
め
と
す
る
漢
人
の
大
師
た
ち
」

ど
と
親
近
の
交
際
を
持
っ
た
。
シ
ウ
サ
イ
は
妻
子
を
持
つ
一
方
、
カ
ヴ
H

バ
フ
シ
関
(
同
〉
4

切
回
同
盟
な
る
人
物
を
師
匠
・
先
達
と
仰
ぐ
大
師
で

あ
っ
た
。
ア
タ
イ
は
彼
を
「
大
聖
都
遁
」
と
呼
ぶ
が
、
お
そ
ら
く
ウ
ィ
グ
ル
人
に
そ
の
よ
う
に
逼
帯
さ
れ
た
漢
人
借
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。(

印
〉

(
一
八
)
ト
ゥ
ル
ミ
シ
ュ

u
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
叶
日
B
M郎
、
吋
己
ロ
ロ
m・
第
三
文
書
に
ア
タ
イ
と
と
も
に
シ
ウ
サ
イ
大
師
の
親
族
と
し
て
み
え
る
。

そ
の
他
、
い
く
つ
か
の
私
文
書
に
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ
を
名
乗
る
人
物
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
以
下
に
列
摩
し
て
お
き
た
い
。

(

的

)

(
一
九
)
シ
ン
グ
イ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

ω
g
mロ
可
叶
己
ロ
ロ
肉
(
準
恵
)
・
男
奴
プ
カ
H

ク
リ
切
ロ
官

O
Z
Z
自
由
謹
書
の
相
談
者
。
キ
ョ
ニ
日
ク

ズ
問
。
E
O
E
と
い
う
人
物
が
男
奴
の
解
放
者
で
シ
ン
グ
イ

ω
g
m毛
叶

E
g
m
g
m
と
婿
の
リ
ケ
に
相
談
し
て
誼
書
を
作
っ
た
と
あ
り
、

以
上
要
す
る
に
、

ア
タ
イ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン

グ
は

の
シ
ウ
サ
イ
や
シ
ャ
オ
シ
(
帯
畑
氏
0
・
〉
な

上
記
の
四
天
王
、

七
母
天
を
誼
人
と
す
る
。
兄
の
プ
ク
サ
ン
グ

u
ト
イ
ン

W
C
A
gロ
∞
叶
。
可
宮
の
面
前
で
カ
ヴ
シ
ン

u
ト
ウ

ト
ウ
ン
グ

O
雪
印
百

- 67ー

叶ロ〔
E
ロ
閃
〕
が
代
書
し
た
。

シ
ン
グ
イ
は
ベ
ゼ
ク
リ
ク
壁
重
の
借
名
と
同
じ
で
あ
り
、

dω
匂
第
七
四
番
(
吋
ロ
ロ
区
F
)
施
興
リ
ス
ト
に
同

名
の
者
が
い
る
。

ハ
叩
)

。
警
官
凶
吋
ロ
〔
Z
ロ
ぬ
〕
・
男
奴
ブ
カ
日
ク
リ
自
由
謹
書
の
代
書
人
。
前
記
参
照
。

(

札

)

つ
二
〉
ヴ
ア
プ
ツ
ォ
H

ト
ゥ
ト
ヮ
ン
グ
〈
3
2
0
叶
三
ロ
ロ
ぬ
(
法
蕨
)
・
施
輿
リ
ス
ト
に
載
る
人
名
。
き
び
借
用
契
約
謹
書
の
計
量
桶
所
有
者

で
代
書
人
。
な
お
〈
3
2
0
叶
戸
(
同
州
可
児
2
・
山
田
一
九
六
七
、
七
七
|
八
O
頁
〉
も
同
名
の
略
稽
で
あ
る
。

(

m

ω

)

 

(
二
二
〉
ト
イ
ン
n
ク
リ
H

ト
ウ
ト
ウ

ン
グ
、
吋
ミ
5

0
己
町
叶
己
g
m
-
奴
隷
貰
渡
契
約
謹
書
の
代
書
人
。
人
名
は

「
借
奴
」
の
一意一味。

(
符
)

(
一
二
ニ
)
イ
グ
ナ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
ペ
さ

E
吋

CHEm-
銀
借
用
契
約
誼
書
の
代
書
人
。

(

叫

)

(
二
四
)
オ
ズ
日
カ
ナ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ
。
N
O
B同
叶
ロ
〔
苫
ロ
巴
・
誼
文
の
立
舎
人
で
代
書
人
。

(二

O
)カ
ヴ
シ
ン
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

67 
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(
二
五
)
ヤ
ム
チ
ュ
ル
"
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

(

万

)

Jpg-mロ円、『ロ〔同
g
m〕
・
銀
借
用
契
約
謹
書
の
代
書
人
。

(

叩
山

)

O
R百
三
ロ
斗

E
g
m州
・
ボ
ル
ミ
シ
ュ
同
町
)
冨
お
質
子
契
約
誼
書
の
代
書
人。

(
竹川
〉

。
回
目

z
tロ
(
ω
ω
g
r
z
E
3
、吋三

E
m・
ボ
ル
ミ
シ
ュ
質
子
契
約
誼
書
の

(
二
六
)
カ
リ
ム
ド
す
川
ト
ゥ
ト
ヮ
ン

グ

(
二
七
〉
カ
ン
プ
ク
ド
ゥ
(
サ
ン
プ
ク
ド
ヲ
0
・〉

H

ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

質
主
。
サ
ン
プ
ク
ド
ゥ
と
讃
ん
だ
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

「
信
」
ハ
Z
1乙
で
あ
る
質
子
を
預
っ
た
質
主
も
借
身
分
で
あ
っ
た
に
違
い
な

し、。

(叩川〉

(
二
八
)
ク
ル
ン
チ
ム
ン

グ
H

ト
ウ
ト
ウ

ン
グ

O
己

5
m
g問、吋
三

E
m・
土
地
買
渡
契
約
謹
書
の
謹
人
。

(
m
m
)
 

(
二
九
)
ヴ
ア
プ
ソ
日
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

〈
名

8
叶己〔
Z
ロ
m
〕・

土
地
買
渡
契
約
謹
書
の
買
主。

(
加
)

(三

O
〉
サ
カ
H

ア
パ

H

ト
ウ
ト
ウ

ン
グ

ω白
官
〉
官
叶
己

5
m-土
地
買
渡
契
約
謹
書

(断
片
〉
の
買
主
?

(
町
山

〉

会
二
〉
ビ
ュ
ド
ヲ
ス
日
ト
ヮ
ト
ゥ
ン

グ

ロ

zr叶
己
ロ
ロ
m-
フ
ェ
ル
ト
借
用
契
約
謹
書
の
借
主
。

(

位

〉

(
三
二
)
カ
ヴ
シ
ド
ゥ
(
カ
イ
シ
ド
P

0
・)
H

ト
ウ
ト
ウ

ン
グ

O
白
4
2
r
(
o
a
2
P
3
叶
E
g
m
-
銀
借
用
主
0
・

(

回

〉

(
三
三
〉
ス
ザ
日
ケ
ド
日
カ
ヤ
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

ω三
自
問
包

O
ミ
白
叶
三
ロ
ロ
品
川
・

遺
言
肢
の
立
舎
人
。

ω己同
N
曲

〈

山

rsm)
は

「首
座
」
の
よ

- 68一

う
な
語
が
浮
か
ぶ
が
確
か
で
は
な
い
。

(
倒
〉

(
三
四
)
ス
ザ
H

エ
ド
ギ
ュ

u
ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

ωロロ
E

3ロ
誌
に
)
〉
仏
m
c
叶
E
Z口
市川
・
不
明
。

(
問
山
〉

(
三
五
〉
シ
ン
ツ
ィ
H

ト
ゥ
ト
ヮ
ン
グ
虫
己
丘

、H
，E
Cロ
m-
不
明
。

キ
イ
ツ
ォ

u
ト
ク
ト
ゥ
ン

グ
の
息
子
た
ち

最
後
に
、
寺
院
公
文
書
に
閲
し
て
燭
れ
て
お
き
た
い
。

ツ
ィ
l
メ
氏
に
よ
っ
て
護
表
さ
れ
た
寺
院
兎
税
謹
書
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
内
容
で、

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
方
の
併
数
寺
院
を
取
り
巻
く
祉
曾
朕
況
を
具
佳
的
に
示
す
史
料
と
い
っ
て
よ
い
。

(

田

山

)

、H
，H
H

H

P
向

N
O印

n
〉
に
は
、
ピ
ン
ツ
オ
H

ト
ゥ
ト
内
ソ
ン

グ
】V
E
Z
o
H，己ロロ
m
と
リ
グ
イ
"
ト
ヲ
ト
ゥ
ン
グ
ピ
ぬ
己
可

叶
三
ロ
ロ
m
及
、ひ
グ
イ
ツ
ォ
日

二
文
書
の
う
ち

一
つ
(
N
-
O
B
0
・、
H
，o

H同
回



シ
ラ
ヴ
ア
ン
テ
イ
の
ミ
g
o
似
広
告
白
ロ
昨
日
の
三
人
が
こ
一の
謹
書
の
受
領
者
で
あ
る
。
文
書
の
末
尾
に
は
大
き
な
角
印
(
官
印
)
が
あ
り
、

(

伺

引

)

な
誼
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
首
部
を
依
く
断
片
で
あ
る
が
、
前
任
者
と
思
わ
れ
る
寧
者
(
人
名
鉄
)
の
異
父
兄
弟
(
?
)
の
ピ

ン
ツ
ォ
と
リ

正
式

グ
イ
ら
へ
ム
ル
ト
ヲ
ル
ク
阿
蘭
若
慮
を
委
ね
る
こ
と
を
述
べ
る
。

(
三
六
〉
ピ
ン
ツ
ォ

u
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

E
E
g
、H，
E
g
m
-
ム
ル
ト
ゥ
ル
ク
阿
蘭
若
慮
「
住
持
0
・
」
謹
書
の
受
領
者
。

(
一
ニ
七
)
リ
グ
イ
日
ト
ゥ
ト
ヮ
ン
グ
ピ
宮
司
吋
三
ロ
ロ
m-
向
上
の
者
。

さ
て
、
こ
の
文
書
を
「
住
持
」
謹
書
と
す
る
こ
と
は
検
討
課
題
で
あ
る
。

「
傘
者
の
後
、

リ
グ
イ
ピ
m
z可
吋
E
Cロ
ぬ
を
頭
と
し
、

人
ヵ:

ム
ル
ト
ヲ
ル
ク
阿
蘭
若
慮
に
常
住
し
て
、
夏
多
安
居
し
、

結
制
を
な
し
、
わ
れ
ら
に
一幅
徳
を
輿
え
坐
住
せ
よ
。

(

∞

∞

)

 

地
・
葡
萄
園
に
、
加
印
刷
同
ロ
ミ
古
含
(宗
教
監
察
官
?
〉
や
地
方
官

2
富
岡
主
肺
門
)
を
始
め
と
し
、
誰
彼
も
参
入
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
。

夏
多
の
結
制
安
居
を
う
た
い
、
ム
ル
ト
ゥ
ル
グ
阿
蘭
若
昆
が
安
居
(
修
行
)
信
の
道
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

書

(
N
5
B
P
、H，o
H
同
〉
〉
に
は
、
テ
ィ
ツ
ォ
叶

5
0
と
い
う
人
物
の
名
が
み
え
、

こ
の
阿
蘭
若
慮
に
所
属
の
土

衣
に
、

マ
l
ロ
フ

ω・
開
・
宮
色
0
4

護
表
の
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
蒐
集

品
の
三
黙

(cmuzz-H・M

・
3
と
関
連
す
る
。

後
者
の
一
一
一貼
に
つ
い
て
は
山
回
数
授
の
研
究
に
よ
っ
て
文
書
の
性
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ツ
ィ
l
メ
研
究
の
ベ
ル
リ
ン
蒐
集
品
も
ラ
ド
ロ
フ
当
・
刃
包
-
o同

2
r
z
a
-
g
-
∞
∞
)
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
五
文
書

は
キ
イ
ツ
ォ
と
そ
の
息
子
テ
ィ
ツ
ォ
ら
の
生
活
朕
況
を
寓
し
出
す
。
ま
ず
、
ト
ウ
ト
ウ

ン
グ
を
名
乗
る
人
物
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

(

m
回
〉

(=一八
)
キ
イ
ツ
ォ
(
カ
イ
ツ
ォ
0
・
〉
日
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

o
q仲

間

O
(
o
a
z
o〉
吋
己
ロ
ロ
m-
テ
ィ
ツ
ォ
の
寅
父。

(
卯
)

(
三
九
)
エ
ル
ギ
ュ
ル
H

ト
ウ
ト
ウ
ン
グ

kmCH
叶
三

g
m-テ
ィ
ツ
ォ
の
弟
、
ア
ン
ツ
ォ
〉

E
g
養
子
契
約
謹
書
の
代
書
人
。

(
川
出
〉

(
四
O
)ヤ
ク
サ
ム
ド
ゥ
H

ト
ゥ
ト
P

ン
グ

J
P
A
S
B
E
吋
己

gm-
ア
ン
ツ

ォ
養
子
契
約
謹
書
の
立
舎
人
。

(

回

〉

(
四
一
)
ア
サ

ン
H

ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

〉
gロ
吋
三

gm-
テ
ィ

ツ
ォ
開
係
受
領
謹
書
の
誼
人
。

(

回

)

(

川

円

)

(

山

山

)

(

%

)

次
に
、
五
文
書
の
性
質
は
、
第
一
文
書
υ

人
質
文
書
、
第
二
文
書

h

養
子
文
書
、
第
三
文
書
ぃ
養
子
文
書
、
第
四
文
書
口

受
領
書
、
第
五
文

(

的

別

)

書
υ

寺
院
菟
税
謹
書
(
「
住
持
?
」
謹
書
)
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
文

- 69-

69 
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キ
イ
ツ
ォ
の
息
子
の
テ
ィ

ツ
ォ
は
三
年
の
契
約
で
質
子
と
し
て
、

チ
ン
ツ

ォ
合
口
仲
間
O

山山田}同〈白ロ巴

の
も
と
に
預
け
ら
れ
た
(
ツ
ィ
!
メ
説
、

〈成
長
す
る
に
及
び
)
、
今
度
は
チ
ン
ツ

ォ
傘
者
へ
養
子
と
し
て
貰
ら
れ
た
(
一
二
三
八
年
)

ォ
の
寅
家
は
貧
し
か
っ
た
か
、
ま
た
は
何
か
の
事
情
が
あ
っ
て
)
、

一
二
二
七
年
)

(第
一
文
書
)
。

ハ
第
二
文
書
)。

(テ

ィ
ツ

兄
の
ア
ン

チ
ュ
ク
〉
口
合
A

も
生
活
の
糧
に
こ
と
か
く
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
の

で
、

テ
ィ
ツ
ォ
は
相
談
に
の
り
弟
の
ア

ン
ツ

ォ
を
親
戚
の
ト
イ
ナ
ク

叶
o
ヨ
2
似己

2
2
t
に
養
子
と
し
て
買
り
、
二
十
両
の
銀
を
受
領
し
た。

ト

(
m
m
)
 

イ
ナ
ク
に
は
サ

ン
ボ
ド
ゥ

ω曲
目
σ
o含

ハ
*一一一貫
奴
〉
と
い
う
息
子
が
い
た
が
、
ア
ン
ツ
ォ
を
そ
の
賀
子
と
卒
等
に
扱
う
と
い
う
契
約
で
、
ヤ
ク

サ
ム
ド
ゥ
H

ト
ゥ
ト
?
ン

グ

J
F
o
g
g円
山
口
吋
三
ロ
ロ
ぬ
と
バ
イ
日
エ
ケ

日
シ
ラ
ヴ

ア
ン

テ
ィ
切
ミ

JEF内部
U
Z〈
g
z
及
び
タ
イ
リ
ド
?
"
シ

ラ
ヴ
ア

ン
テ
ィ

H
，
a
E
z
p
-
2
8
t
の
面
前
で
誼
人
を
つ
け
て
謹
文
に
調
印
し
た

こ
二
四
一
年
〉

(
第
三
文
書
〉。
そ
の
後
、
テ
ィ
ツ
ォ
は
シ

(
m
m
)
 

ラ
ヴ
ア
ン
テ
ィ
主
言
自
己
を
稽
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
キ

ン
グ
ヅ
イ
ン
同

5
1
2
5
p
z
gロ
己
の
と
こ
ろ
に
い
る
門
弟
?

の
七
十
二

(
削
〉

(
第
四
文
書
)
。
(
一二
五
九
年
、

宗
主
権
者
の
モ
ン
ゴ
ル
朝
で
態
宗
メ
ン
ゲ
が
急
逝
し
た
頃
ま
で
?、

テ
ィツ

人
を
預
か
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
二
四
九
年
〉

若
に
菟
税
誼
書
、
が
く
だ
さ
れ
た
(
第
五
文
書
)。
(
お
そ
ら
く
テ
ィ

ツ
ォ
隼
者
が
何
ら
か
の
事
情
で
退
任
し
た
の
で
)
、

(
削
〉

を
頭
と
す
る
シ

ラ
ヴ
ア
ン
テ
ィ
た
ち
に
寺
領

・
荘
園
(
葡
萄
園
)
が
施
輿
ハ
F
F
H
ω
E
-
-阻害
と
と
さ
れ
、

ォ
は
ム

ル
ト
ゥ
ル
ク
蘭
若
を
代
表
す
る
象
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
)
。
羊
の
年
十
二
月
二
十
八
日
附
で
ウ
ィ
グ
ル
王
家
を
通
じ
て
こ

の
ム
ル
ト

ゥ
ル
ク
蘭

ヴ
ア
プ
ツ

ォ
〈
3
2
0
似
E
S
E
-
一 70一

賦
役
の
義
務
を
菟
除
さ
れ
て
、

寺
院

の
活
動
に
専
念
す
る
よ
う
に
敷
書
を
賜
っ
た
の
で
あ
る
。

ツ
ィ

l
メ
氏
の
所
論
に
従
い
、
テ
ィ
ツ
ォ
の
経
歴
を
素
描
し
て
み
た
。
文
書
の
年
代
比
定
に
は
二
つ
の
前
提
が
あ
る
。
第

一
は
第
三

文
書
の
違
約
罰
文
言
に
、
「
オ
ゴ
タ
イ
軍
に
は
こ
明
駄
を
献
呈
し
」
(
山
田

以
上
、

一九
七
一一a
、
二
四
二
頁
引
用
)
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
文
書
が

(
問
)

太
宗
オ
ゴ
タ
イ
u
カ
ン
の
治
世
三
二
二
九
l
一
二
四
一
〉
の
民
年

(一

二
三
八
)
に
比
定
さ
れ
る
。
第
二
に
、
テ
ィ

ツ
ォ

は
チ

ン
ツ
ォ
の
養
子
と
な

り
、
シ
ラ
ヴ
ア
ン
テ
ィ
そ
し
て
ミ
ミ
宮
忌
包
g
z
m
(晶
存
者
)
と
稽
す
る
に
至
っ
た
。

(
問
)

稿
が
寺
院
組
織
の
地
位
を
も
示
す
稽
挽
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
第
五
文
書

Q
5
5・
、H，o
三
〉
一
、
『

E

ζ

N
O印

ucr

Z
0・8
)
の
テ
キ
ス
ト
を
ツ
ィ

l
メ
氏
の
研
究
に
も
と
。つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
文
書
の
内
容
を
い
く
つ
か
に
匡
分
し
て
み
る
と
、

隼
者
と
い
う
稽
挽
は
、

高
位
の
信
を
敬
っ
て
呼
ん
だ
傘



(
一
)
日
附
〔
第
一
行
〕

つ
一
〉
敷
書
の
交
付
者
の
閥
興
〔
第
二
|
五
行
〕

会
一
〉
前
任
者
へ
の
鰹
過
〔
第
六
|
九
行
〕

(
四
)
敷
命
の
事
由
〔
第
一

O
l
一
六
行
〕

(
五
)
新
任
者
(
後
縫
者
〉
へ
の
委
嘱
〔
第
二
ハ|
二
三
行
〕

(
六
)
委
嘱
の
内
容
〔
第
一
一
一
一
一
|
四
七
行
〕

(
七
)
教
書
の
授
輿
〔
第
四
七
|
四
八
行
〕

(
一
)
日
附
は
羊
の
年
十
二
月
二
十
八
日
が
一
一
一
六

O
年
二
月
十
日
に
あ
た
る
。

(
二
〉
ム
ル
ト
ゥ
ル
ク

Z
R
E
Eρ
は
こ
の
文
書
の
取
得
地

(

山

川

)

で
あ
る
冨
日
Z
W
の
語
源
と
な
っ
た
阿
蘭
若
慮
の
名
稽
で
、
阿
蘭
若
慮
(
曲
『
ミ
包
g
J
R
3
rロ
〉
は

ω
E
-
R
S
B
S
E
に
由
来
す
る
。
次

に
カ
デ
ィ
ル
H

ピ
ル
ゲ
ロ
色
町

E
K凶
吋
官
唱
F

H

Z

関
心
己
て
か
西
ウ
ィ
グ
ル
園
の
阿
彊
蘭
ウ
ィ
グ
ル
な
い
し
亦
都
護

(
H
E
S
E
C
王
家
の
系

(
防
〉

譜
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い
。
(
三
)
こ
れ
以
前
に
テ
ィ
ツ
ォ
品
持
者
と
ヴ
ア
プ
ツ
ォ
を
頭
と
す
る
こ
の
阿
蘭
若
慮
に
同
様
の
教
書

-71ー

が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
(
四
)
後
任
者
に
劃
し
寺
領
の
安
堵
と
閣
下
〈
王
家
)
と
園
・
民
へ
の
祝
福
に
勤
め
る
こ
と
を
拘
束
さ
せ
る
。

ト
イ
ン
、
ク
タ
ド
ミ
シ
ュ

u
ア
パ
、
ノ
ム
ダ
シ
ュ
、
プ
ヤ
ン
チ
ョ
グ
を
始
め
と
す
る
シ
ラ
ヴ
ア
ン
テ
ィ
た
ち

(
五
)
あ
ら
た
め
て
ヴ
ァ
プ
ツ
ォ
、

(

イ

)
へ
委
蝿
す
る
。
(
六
〉
委
蝿
の
内
容
を
箇
篠
書
す
る
と
、

寺
領
の
葡
萄
園
や
土
地
は
ヴ
ア
プ
ツ
ォ
を
始
め
と
す
る
ム
ル
ト
ゥ
ル
ク
に
居
住
す
る
シ
ラ
ヴ
ア
ン
テ
ィ
、

シ
ェ
リ

E
r
た
ち
が
管
理

す
る
こ
と
。

(

ロ

)

牧
盆
に
よ
っ
て
阿
蘭
若
虚
を
と
と
の
え
、
手
を
い
れ
、
設
展
を
協
議
し
、
経
営
す
る
こ
と
。(

附
〉

城
市
に
あ
る
寺
院

3
E
-
t
v帥

B
)
に
い
る
よ
う
な
上
座

3
r
-
g召
m
Z
E
E
t
g〉
シ
ェ
リ
と
な
っ
て
、
徒
食
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

(

ハ

)

71 

(-一〉

こ
の
シ
ラ
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
た
ち
が
管
理
し
、
そ
の
あ
と
も
同
様
で
、
こ
こ
に
常
住
す
る
も
の
、

シ
ラ
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
と
シ
ェ
リ
が
管
理
す
る
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こル」。

(

ホ

)

城
市
や
園
に
居
住
す
る
衆
徒
を
参
加
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

(

へ

)

こ
こ
に
居
住
す
る
シ
ラ
ヴ
ア

ン
テ

ィ
と
シ
ェ
リ
た
ち
も
今
後
城
市
や
園
に
居
住
し
て
ム
ル
ト
ゥ

ル
ク
阿
蘭
若
虚
を
管
理
し
、
常
住
す
る

も
の
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

(

ト

)

倉
庫
吏
は
こ
の
葡
萄
聞
か
ら
革
嚢
税

2
3
r
-る
、
棉
花
耕
地
か
ら
田
租

(ZEE-)
を
取
り
立
て
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

ぶ
w
d

己
唱
(
吋
)
大
税
(
ロ
-
z
r
F『
日
〉
の
官
布

2
5
3ロ
〉
・
胡
航

(rcZFC
・
棉
布
(『む
N

〉
・
葡
萄
酒
ハ
『O
『
)
・
衣
服

(
m
o
司『白
)
を
始
め
と

し
公
課

(
E
Eる
を
徴
牧
せ
ず
、

州
労
役

2
E
3
を
課
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

(

チ

)

(

リ

〉

ム
ル
ト
ゥ
ル
ク
阿
蘭
若
鹿
に
居
住
す
る
シ
ェ
リ
た
ち
へ
は
、
城
市
の
周
遁
か
ら
、
法
衆
か
ら
、

Z
田
三
仲
間
丘
町
刷
・
家
屋
(
税
)
の
羊

(E
Eロ

占。ョ
0

・
家
屋
(
税
)
の
牛

(
Z
Sロ
ロ
出
)
を
始
め
と
し
て
、
如
何
な
る
賦
課
を
も
も
た
ら
し
め
な
い
こ
と。

(

ヌ

)

葡
萄
国
へ
は
渠
掘
人
た
ち
ゃ
水
見
張
り
人
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
葡
萄
棚
の
紐
・
支
柱
を
も
徴
牧
し
て
は
な
ら
な
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い
こ
と
。

そ
し
て
、
(
七
)
そ
れ
故
に
こ
の

Z
S
Zコ
ロ
敷
書
を
わ
れ
ら
は
授
興
さ
せ
た
も
う
た
と
い
う
。

こ
の
文
書
は
極
め
て
閥
心
を
そ
そ
る
内
容
で
あ
る
が
、

容
易
に
解
明
し
が
た
い
こ
と
が
多
い
。
ま
ず
、
宗
主
擢
者
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
矯
政
者

の
介
入
が
直
接
字
句
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
、

一
二
六

O
年
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
政
権
時
換
期
の
開
隙
を
縫
っ

て
ウ
ィ
グ
ル

地
方
政
権
が
偶
然
に
露
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
文
書
に
官
印
の
な
い
こ
と
と
も
関
連
し
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
次

(

附

)

(

山

川

)

に
、
こ
の
信
院
の
構
成
員
を
示
唆
す
る
シ
ラ
ヴ
ア
ン
テ
ィ
巴
雪
印
口
氏

(
J
ω
E・
2
2巳
日
持
戒
(
者
)
〉
と
シ
ェ

リ

E
Z
の
用
語
で
あ
る
。

そ

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
税
目
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
西
ウ
ィ
グ
ル
園
地
域
の
寺
院
制
度
と
直
結
し
た
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
文
書
の
性
質
に
閲
し
て
一
言
舗
れ
る
に
止
め
た
い
。
多
く
の
文
言
が
寺
院
の
不
職
不
入
構
に
言
及
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文

書
は
寺
院
菟
税
謹
書
〈
ω同

2
2
r
o
p
g
E
g
E
E
E
O
)
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、

最
後
の

Z
S
Z
Z
E
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
け



だ
し
明
確
な
こ
と
は
、
寺
院
住
職
の
交
替
に
際
し
て
令
書
の
形
式
で
出
さ
れ
た
新
任
(
後
縫
〉
者
へ
の
認
可
肢
の
よ
う
に
み
え
る
。
主
擢
者
の

側
か
ら
す
れ
ば
、
寺
院
・
寺
領
の
安
堵
肢
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
の
主
旨
は
、
ヴ
ァ
プ
ツ

ォ
を
頭
と
す
る
ム
ル
ト
ゥ
ル
グ
に
居
住
す
る
も
の
に

封
し
て
、
こ
の
日
か
ら
ム
ル
ト
ゥ
ル
ク
阿
蘭
若
慮
を
し
て
、
わ
れ
ら
の
閣
下
(
ウ
ィ
グ
ル
王
家
)
は
主
宰
せ
し
め
、
居
住
者
が
寺
領
の
葡
萄
園

・

土
地
を

z
r
z
g
F
H
利
養
、
施
輿
)
と
し
て
取
る
公
印

r
g・
)
こ
と
を
命
令
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
寺
院
居
住
者
が
利
養
す
る
物
と

(

問

)

(〔
g
r〕
Z
S
〔岱唱円昨日注目ロ
〕
2
4乙
と
い
う
意
味
に
は
取
れ
ま
い
か
。
い
わ
ゆ
る
「
住
持
」

〈安
住
護
持
)
の
意

し
て
取
り
、
常
住
す
る
こ
と
」

味
に
近
い
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
提
案
で
あ
る
。

む

す

び

以
上
、

ウ
ィ
グ
ル
・
漢
文
献
か
ら
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

E
Eロ
m
を
稽
す
る
人
物
と
そ
の
周
謹
を
探
り
、

ウ
ィ
グ
ル
併
数
徒
枇
舎
の
一
断
面
を
考
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察
し
た
。
ウ
ィ
グ
ル
語
の

Z
Zロ
ぬ
が
中
園
語
よ
り
導
入
さ
れ
た
背
景
か
ら
み
て
、
僧
官
な
い
し
借
尼
の
統
率
者
の
よ
う
な
高
位
の
借
に
劃
す

る
稽
挽
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
中
園
の
信
官
制
度
に
お
け
る
よ
う
な
官
稽
挽
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し

ぃ
。
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
期
に
い
た
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
高
位
の
信
に
劃
す
る
傘
稀
で
あ
り
え
た
。
ウ
ィ
グ
ル
人
に
身
近
な
漢
人
借
に
も

隼
稿
と
な
っ
た
。
ま
た
、
シ
ラ
ヴ
ア

ン
テ
ィ
や
シ
ェ
リ
の
よ
う
に
寺
院
組
織
の
稽
暁
ら
し
く
使
用
さ
れ
る
事
例
を
認
め
な
い
。
た
だ
人
名
の
構

成
部
分
だ
け
に
し
か
み
え
な
い
こ
と
は
、
こ
の
稽
挽
の
定
義
づ
け
を
、
残
念
な
が
ら
不
確
賓
の
ま
ま
に
止
め
る
。

な
お
信
の
身
分
と
い

っ
て
も

妻
子
を
持
つ
家
産
借
が
か
な
り
大
き
な
祉
曾
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

〈川
〉

ウ
ィ
グ
ル
人
の
孟
速
思
(
元
史
一
二
四
〉
に
つ
い
て
、
程
範
夫
撰
「
武
都
智
敏
王
述
徳
碑
」

に
、

元
朝
の
功
臣
、

「
父
譲
阿
里
息
思
、

震
本
部

都
統
」
と
あ
る
。
こ
の
都
統
が
ウ
ィ
グ
ル
語
の

Z
Zロ
ぬ
を
解
く
鍵
に
な
る
と
考
え
た
こ
と
も
あ
る
。
た
ま
た
ま
ガ
パ

イ
ン
女
史
護
表
の
ト
ゥ

(

川

)

ル
フ
ァ
ン
出
土
、
人
物
群
の
版
萱
断
片
は
、
フ
ラ
ン
ケ
戸
明
日
ロ
宮
に
よ

っ
て
、
奇
し
く
も
孟
速
思
の
一

族
の
人
物
群
で
あ
る
こ
と
が
突
き

(

山

〉

止
め
ら
れ
た
。
孟
速
思
の
父
、
阿
里
息
思
に
あ
た
る
人
物
像
に
「
父
阿
苔
苔
柔
」

(阿
苔
は

C
釘

-aR
父
の
意
味
〉

と
名
札
が
あ
る
。

フ
一フ
ン
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速
思
の
孫
の
世
代
ま
で
み
え
、

ケ
は
苔
柔
を

C
F
E
E
G
〔
都
督
〕
の
不
完
全
な
音
書
と
み
な
し
た
が
、

Z
Zロぬ
で
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
木
版
重
断
片
に
は
孟

か
な
り
時
代
が
降
る
。

父
租
の
稽
挽
の
痕
跡
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
経
典
版
本
の
扉
董
で
、
孟
速
思

、
e

、.、

I
V
ふ

μ

父
の
阿
里
息
思
の
像
は
、

一
族
の
如
来
供
養
固
と
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
長
男
は
脱
因

(g
m・
8
1口
二
信
〉
と
名
付
け
ら
れ
る
な
ど
傍
数
徒
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

レ
う
ま
で
も
な
く
僧
形
で
は
な
く
、
決
定
的
誼
左
に
依
け
る
の
で
あ
る
。

註
(

1

)

件
。
『
同
ロ
が

「
道
人
」
に
起
源
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
異
論

は
な
い
。

(の
同
・
〉
。
『
句
・
ω
叶ω
曲一

切
り
司
・
印
Sω
一
口
吋
ω
司
-mJ吋N
r
)
・

件。『叫ロ

が
僧
(
比
丘
〉
を
意
味
す
る
こ
と
は
、

=加
ω
r
g
E
E
2
2

gN吋
口
叫
国
内
且
同
町
守
主

z
r
R合
同
ロ
位
ロ
ヨ
広
件
。
〕
ユ
ロ
加
司
一
岡
田
町
Z
m
昨日刊『吋

昨
日
E
m
-
-
R
-
Eロ
m
R
3
2弘曲目
ME--白
ユ
ロ
白
『
S
E
E
N
-
3
(闘停
迦
牟

尼
仰
の
法
に
お
い
て
家
よ
り
財
よ
り
出
た
る
、

r
z
g
c
(
ω
E
-
一
比

丘)、

r
z
g
E同
(ωZ・
日
比
丘
尼
)
、
伶
帥
ヨ
8
0
5
3
r・口
沙
蒲〉、

臨『削
E
2
0ユ

Q
E-H
沙
菊
尼
)
た
ち
の
清
い
戒
律
を
わ
れ
ら
は
増
加

せ
し
め
た
〉
〔
同
，
o
r
2
5
8・
H
、『
O
F
-
-

司・口印
¥
ロ
?
口
含
H
A
1
5〕

な
ど
と
あ
り
、
ま
た
プ
ラ
l
フ
ミ
l
の

ω
E
-
-c
k・
テ
キ
ス
ト
の
断

片

(ト
ヲ
ル
フ
ァ
ン
出
土
〉
に
、

2
F
E
E
E
R
g
-ヨ
帥
w

w

(
O

玄
E
n
y

(
3
0
P
A
O
P
円
三
〉
〔
の
白

E-ロ
呂
町
品
日
〉
S
-
-
M
-
H
N
〕
な
ど
と
あ
る
o

Q
-
〉
弘
吉
巴
勾
・
司
・

5
・
な
お

な田
区
口
四
件
。
『
宮
内
出
口
仲
良

ro-自
民
5
m
R

M
L
ロ即日
E
5司E
口
三
M
r
E
D『-EN--(な
ん
じ
が
慣
と
な
り
た
る
に
、

わ

れ
ら
は
恭
し
く
敬
服
す
る
)
〔
、
p
r
z
巳∞
o
・

s
-円伊丹

-
M
Y
S
H
H
∞〈

E
1
H
m〕
な
ど
と
も
み
え
、
丘
三
月
(
〈

ω同
仏
・
島
町
白
色
帥
『
一
一
巴
o
r
z
-自

室
曲
E
W
E
-臼旨
5
・
〉
。
『
同
M

・
8
3
も
ま
た
、
惜
の
意
味
で
行
わ
れ
た
。

ハ
2
)

『傍
租
歴
代
通
載
』
各
三
六
「
大
都
妙
善
寺
比
丘
尼
舎
藍
藍
」
の
停

に
、
「
皆
敬
以
師
躍
、
稀
日
八
恰
石
、
北
人
之
稽
八
恰
石
、
猫
漢
人
之

稽
師
也
」
と
あ
り
、
元
・
程
短
夫
撰

『
程
雲
複
文
集』

上、

巻
八

「秦

園
先
墓
碑
」
に
、
「
八
恰
室
者
、

漢
云
博
士
也
」
(
三
五
五
頁
)
と
い

う
。
八
恰
石
、
八
喰
室
が

E

H
WM

の
音
篤
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

(
3
〉

C
-同ロユ
円曲
〈0
・目
u

・区
一
(ω
開

ι、H
，H
吋
同・司
-
H
ム)
・

(
4
)
C
ω
司司
-
N
S
・コ白
ω
回目
Z
E
巾
旬
。
包
浜
z
o
n
A
，E
一
〉
。
吋
司
・
ω叶印
一
N
Zロ・

。
o
Z
4
5
『口
O

ロ
ロ
ロ
吋
ω
司・巴一
ω一HZ
曲同国町田
Z
E
m
w
同
o
hv
R
Z
o
n
4
E
E
叶回、
3
・h
一

の
え
2
0町
Z
・
C
、『

ω
旬・

8
印
日
〉
三
円
。
唱
。
巳
E
-
F向
。
自
己
ユ
吉
伸
色
目・

(
5
〉

。
曲
目
出
Z
H申山口
・司・
斗山田
・ロ
・印Hj・

(

6

)

佐
一
沙
雅
章
「
敦
爆
の
僧
官
制
度
」
『
東
方
皐
報
』
京
都
=
一
一
(
一
九

六
一
〉
、
『
中
園
例
敬
社
曾
史
研
究
』
同
朋
合
出
版
一
九
八
二
、
一
一一
一一九

1

四
二
五
頁
所
収
等
。

(
7
)
N
5
B
O
H
由∞
H
n
・
3
・N
日
l
自由一

N
-
O
B
O
S
∞O
白・唱
-N
O
白・ロ
・
2
・

a
m

寸

Z
Zロ
岡
山
田
岬
内
山
口
、
吋
伊
丹
o
f

島
市
『
(
口
白
円
r
巴ロ
O

『同『
O
C
ロ《山口
nr
E
H

〉
E
r
E
r
d『
s
p
a
-
〉
・
回
り
己
広
島
曲
〉
由
民
岳
山
口
2
2
n
v
曲
一
丈
高
)
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一円町三曲《同
B
係
国
同
加
。
N
Hロ曲ロ
m
斗
O押。内阿国即時間・《凶命師向山口仲問。ロ

ω
o
rロ
2

ロロ品

ωnrd〈目。向。『臼
orロ
OM
〈

Oロ
ロ
〉
三
『
自
お
〉
S
O
E
-
zベ
〉

z-E

〉
g
c
m出
回
叫
問
。
似
品
目
町
田
弘
ロ
ロ
内
H
C
E
F丹
、
『
口
町
ユ
E
t
r
o
a足
立

EF--
安
部
健
夫
『
西
ウ
ィ
グ
ル
園
史
の
研
究
』
奨
文
堂
書
広
一
九

五
五
、
三
四
四
頁
参
照
。

(幻
)

N
芯
B
O
H申品目
HP-u-NA同ゲロ・
8
・

(
伺
己
資
料
日
、
吋
同

H
E
ω
(の
r¥C

2
芯
〉
日
一
NFO目
。
包
∞

F
司
-N
2・

(
m
m
〉
資
料
日
上
記
大
正
四
五
、
一
九

O
四
、
九

O
五
頁
、
及
び
一
九

O

五
、
九
一
五
頁
。
多
考

日
『
至
元
録
』
大
正
別
巻
二
、
二
五
、
一
七
九

頁
。
『
元
史
』
巻
一
一
一
一

O
、
阿
魯
海
薩
理
簿
。
百
済
・
小
田
一
九
八

一
一
一
、
一
九
五
頁
。

(
却
)
ま
た
『
傍
租
歴
代
遁
載
』
単
位
三
五
の
「
救
賜
乞
台
薩
理
一
神
道
碑
銘
」

に
は
「
早
受
浮
園
法
於
全
末
利
可
吾
被
地
沙
」
と
み
え
る
。

(
m
U
〉
資
料
一
、
吋
ロ
豆

H
N
l
N
N
(
C
N口
。
)
包
円
・
日
当
ω
g
r
O
5
a
-

司
・由
同
(NA日

m
w

〉
Awg・。同・

N
目
。
目
。
忌
∞
H
P
司・由
ω一.

(
日
記
)
回
玄

O
『・∞
N
H
N
l
a〉
日
羽
田
亨

一
九
二
五
(
一
九
五
八
、
二
ハ

九
頁
)。
圧
垣
内

一
九
七
六
〈
一
九
八
二
、

九
頁

)
o
Q
-
巧
曲
目
ro

s
a
-
M
M・念
-
P
N
U
N
-
O
B
O
H由∞
2
・唱
-NO∞-ロ・
2
・

(
お
)
資
料
日
玄
巳
ロ
H
ω
O品目

N
-
o
S
O
S∞
Z
-
司
-
S・

(
加
)
資
料

H
C
N
S
ω
u
N芯
自
O
H
S
Z
-
唱・

8
・

(
お
)
資
料

u
C
8
3
H
N
O
B
0
5∞
Z
-
唱・

8
・

(
お
〉
資
料
日
吉
川
小
一
郎
将
来
潟
県
。
参
考
u

百
済
・
小
田
一
九
八

三
、
一
九
三
|
一
九
五
頁
。
森
安
一
九
八
三
。
小
田
一
九
八
五
、

一
一
一
一
|
一
二
七
頁
。

(
幻
)
資
料

f
r
a
s
a
-
明、『
m
M
Z。・
5
・
3
・
H
S
l
w
E・
参
考

u
百
済

一
九
八
五
。

(
お
)
資
料
日
〉
『
巳
巴
8
・岡山、『
m
u
z。・
HN・
3
・
H
E
1
H
N印・

(
鈎

)
N
-
O
B
O
H由
∞
印
(
回
、
吋
吋
}
内
回
目
円
)
・
司
・
ロ
∞
-
A
m
w

・唱。ロ・

(川
W

〉
資
料
日
敦
爆
絡
来

O
F
S
H
N
〈
H
S
)
一一
N
F
O
B
O
-
-
E
5
5
3・司・

同町
N
C
0
0
3・司・
ωN申(品目『〉・

参
考

一
羽
田
亨
一
九
二
五
(
一

九

五
八
、
二
ハ
ニ
ー
一
六
三
頁
)
。

(

H

U

)

資
料

日
『
至
元
録
』
大
正
別
巻
二
、
二
五
、
一
七
九
頁。

(
必
)
資
料

日
黄
文
弼
『
吐
魯
番
考
古
記
』
圃
版
一
一

、
二
九
頁
。
参
考

日

官同
家
昇
一

九
五
三
、
五
頁
。
「
観
音
奴
」
の
ウ
ィ
グ
ル
語
の
一音
篤
に

つ
い
て
は
人
名
(
二
)
、
註
〈
川
品
)
参
照。

(
必
〉
資
料
日
切
玄

O
『・∞
N
H
M
l
a
k
y
与
・
×
只
-
O
O
F
-
参
考

一
羽
田
亨

一
九
二
五
三

九
五
八
、
二
ハ
九
頁
)
。
庄
垣
内
正
弘
一
九
七
六
(
一

九
八
二
、
九
頁
、
六
八
|
六
九
頁
)
。
な
お
、
切
り
離
さ
れ
た

Z
は

Z
Zロ
聞
の
省
略
と
み
ら
れ
る
。
註
(
郎
〉
参
照
。

〈
川
制
)
、
H，
o
r
z
s∞
0・
H・、
H，OF--HM-Eι
・

ハ
必
)
『
元
史』

本
紀
巻
一
一
一
六
(
六
右
一
ー
=
一
)
に
「
(
至
順
三
年
四
月
乙

丑
の
傑
)
、
図
師
必
刺
式
納
失
里
沙
津
愛
護
持
不
軌
、
:
:
:
伏
談
、
の

籍
其
家
以
必
刺
式
納
失
里
沙
津
愛
護
持
妻
丑
丑
」
と
あ
る
。
百
済
一

九
八
五
参
照
。
ま
た
、
『
元
史
』
本
紀
宅
七
(
五
右
八
)
に

「
(至
元
七

年
)
九
月
庚
子
、
教
信
道
・
也
里
可
温
、
有
家
室
、
不
持
戒
律
者
、
占

籍
篤
民
」
、
『
元
史
』
本
紀
袋
三
二
(
一
九
左
一
一
)
に
「
(
天
暦
元
年
十

月
)
、
救
天
下
僧
道
、
有
奏
者
、

皆
令
篤
民
」
と
あ
り
、

家
産

・
妻
子

を
持
つ
僧
侶
の
存
在
を
裏
書
き
す
る
。

(
必
)
ツ
ィ
l
メ
氏
は
ミ
ロ
曲
師
同
吋
ミ
g
h
R目
白
ロ
ロ
与
2
2
n
r
(臼orzロ
念
『
)

ル
ロ
同
Jw『臼
Oロ
O回
目
曲
目
。
ロ

d
B吋
ro回
目
g
r
oロロ同
0・
品
。
円
。
ロ
斗
『
陣
向
。
『
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田町内田同神島市ロ

ω岬曲目内回。山口
OM凶

HRHR沼町-ロロ何回
MM凶

3
0ロ・

HAW一四件

ι』

0
4
0出

品。ロ

Z
。
d
L
N
g
(
h
a
y
-〉
h
H白
同
j
R
H
g
h
g
〉
三
件
『
曲
問
問
。
m
o
r
o
B

E
5
5
2
3ミ
札

き

是

認

を

も

〔
怒
川
悲
道
場
機
法
日
筆

者
註
〕

3
〈
H
S
E・
唱
-
M
O
∞・ロ・由
H)
と
い
い
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
も

2
0♂

-.0S10山
市
民
『
冊
目
。
目
。
ロ
仲
間
円
bAEOロ
神
色
白
色
丹
円
叩

HRHRWHhoロ

Z
R
回口門戸
o
p
民同『
Frzb
宮
肖
『

0
2
ヨ
冊
目
。
伊
仏
伶
田
口
odユn
g
-
品。ロロ。

酔
唱
。
ロ
師
。
吋
』
ロ
o
n
o
同町一ロ・
0-Zwロ
色
白
即
骨
皆
同
四
《
同
ι

山〈
HWT』命吋円。ロ臼
-Lam『・

曲目
L
O
B何回仲
n
r
s
-
2
0
E同
OE吋帥
|
司『
ono回M
E
』
ロ
即
日
自
主
S
ロ
0・
-
5

2
2
r
ロ
E
L
2曲
目
三
5
2
B
0
2同日
0田町・
3(HSAP-
唱・

8
3
と
い

っ
て
、
ツ
ィ
l
メ
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
意
見
の
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

加白

Z
E曲
、
『
三

5
聞
を
沙
漏
の
身
分
と
考
え
る
こ
と
に
は
賛
成
で
な

い
。
本
文
人
名

2
0
参
照
。

(
円
引
〉
第
四
文
書
は
マ
l

ロフ

ω・
開
・
歪
曲
目
04
が
ウ
ル
ム
チ
(
一
九
一
一
一
一

年
〉
で
入
手
し
篤
員
を
附
け
て
解
讃
・
ロ
シ
ア
語
誇
を
最
初
に
公
表
し

た
(
苫
)
司

3
・8
H
1
8
6
0
こ
れ
を
除
く
三
文
書
は
中
閣
の
西
北
文

物
考
察
隊

(
一
九
五
三
年
)
に
よ
っ
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
か
ら
賂
来
さ
れ

た
が
、
も
と
高
昌
域
社
〈
カ
ラ
ホ
1
ジ
ョ
〉
で
妥
見
さ
れ
た
も
の
と
い

う
。
こ
れ
ら
は
、
捷
尼
合
夫

(ω
・
叶
空
回
目

g〉
・
鴻
家
昇
(
一
九
五

八
〉
に
よ
っ
て
新
設
見
の
文
書
と
し
て
、
上
記
第
四
文
書
の
再
解
讃
を

附
録
し
て
裂
表
さ
れ
た
。
ま
た
鴻
家
昇
ら
は
、
若
干
の
修
正
を
行
い
ロ

シ
ア
語
で
も
公
表
し
た
ハ
一
九
六

O
Y
山
回
数
授
(
一
九
六
九
)
は

三
文
書
を
再
検
討
し
重
要
な
訂
正
を
な
し
、
と
く
に
第
三
文
書
の
性
質

に
つ
い
て
解
放
文
書
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
う
ち
二
文
書
(
第

二
、
三
文
書
)
は
別
に
奴
隷
文
書
関
係
の
研
究
に
収
録
し
た
(
一

九
七

二
a
V
そ
の
後
第
三
文
書
の
一
郡
に
つ
い
て
リ
ゲ
テ
ィ
「
ピ

m
E

の
提
案
が
あ
り
、
さ
ら
に
秋
世
民
(
一
九
七
八
)
は
第
三
文
書
を
原
文

書
に
依
嬢
し
て
検
討
を
加
え
、
再
度
別
に
護
表
し

た

(
一
九
八
一
〉
。

一
方
山
回
数
授
も
第
三
文
書
の
改
訂
研
究
を
行
い
第
四
文
書
の
一
部
に

言
及
し
た
こ
九
八
一
)
。
な
お
第
三
文
書
は
梅
村
氏
の
研
究
に
引
用

さ
れ
、
第
四
文
書
は
別
に
ア
ダ
ム
ス

回・

ω・
〉
仏
曲
目
師
(
一
九
六
八
)
が

言
語
皐
閏
注
解
を
行
っ
た
ほ
か
、
ダ
ラ
l
タ
「
〈
・2
R
r
(
一
九
七

五
〉
、
ヵ
ラ
・
ツ
ィ
l
メ
。
・
穴
曲
『
同
七
-
N
F
O
B
O
(
一
九
七
七
〉
、
ッ
ィ

l
メ
可

-
N
O目
。
(
一
九
八
五
〉
な
ど
に
よ
っ
て
部
分
的
に
開
設
さ
れ

て
い
る
。
山
田
教
授
と
政
世
民
氏
と
の
聞
に
は
異
論
が
あ
り
、

ま
た
第

四
文
書
の
讃
解
は
ま
だ
不
完
全
で
あ
る
に
し
て
も
、
歴
史
資
料
と
し
て

の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
必
〉
捷
尼
合
夫
・
宮
崎
家
昇
一
九
五
八
0
9
g・、H
，m
E
E
2
5
8・
山
田

一
九
六
九
百

g
四
百
三

Z
P
C。

(
品
目
)
捷
尼
合
夫
・
鴻
家
昇
一
九
五
八
。
令
室
・
、
『
巾
E
E
g
s
g
-
山
田

一
九
六
九
、

一
九
七
二

a
q
g
m
E
a
z
o-
3。

〈
印
〉
捷
尼
合
夫
・
漏
家
昇
一
九
五
八
。

A
V
E
-
F
w
E回日
g

H申
由
。
・
山
田

(
J

円
曲
目
包
乙
一
九
六
九
、

一
九
七
二

a
、
一
九
八

一
(司
自
問
百
三

Z
0・
3
。
梅
村
一
九
七
七

a
。
秋
世
民

一
九
七
八
、
一
九
八
一
。

(
日
)
マ
l

ロ
フ
〈
y
白
色
ミ
凶
器
T
E
)司
Z
0・
3
0
捷
尼
合
夫
・
宮
崎
家
昇

一
九
五
八
。
ア
ダ
ム
ス

E
S同
(
一
九
六
八
)
。
第
四
文
書
一一一一行

r吉
岡
宗
長官・

2
℃
陣
内

E
E℃
ヨ
，

r
n出
・
巨
可
富
市
叶
r
=
(同1
0
司
司
・
ω自白〉
、

「
抜
大
」
(
捷
尼
合
夫

・
鴻
家
昇
一
九
五
八
、
一
一
八
頁
〉
は
ア
ダ

ム
ス
(
〉
含
ヨ
臼
呂
田
∞
・
官
-
B
-
P
H
S
も
疑
問
視
す
る
。
前
後
の
文

脈
か
ら
す
れ
ば
、
「
仲
違
い
し
て
い
る
」
の
意
味
で
、
漢
語
「
嫌
忌
」

の
動
詞
化
語
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
文
臓
の
讃
み
と
り
方
を
除
け
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ば
、
不
明
語
は
こ
の
一
語
で
あ
る
。

(
臼
〉
捷
尼
舎
夫
・
官
同
家
昇
(
一
九
五
八
、
一
一
九
頁
〉
が
定
葱
大
師
を

「
主
人
」
と
す
る
の
は
、
「
回
鶴
文
定
慈
賞
奴
契
」
(
鴻
家
昇

一九

六
O
)
の
誤
讃
に
よ
る
も
の
で
、

秋
世
民
(
一

九
七
八
、
一
九
八
一

)

の
再
解
讃
に
よ
っ
て
問
題
は
解
消
さ
れ
た
。
山
田
教
授
も
愁
訴
さ
れ
た

奴
隷
主
は
シ
ウ
サ
イ
大
師
と
す
る
(
山
田

一

九
八

て

三
八
三
頁
)。

(
臼
)
第
三
文
書
八
行
日
捷
尼
合
夫
・
宮
町
家
昇
(
一
九
五
八
、
二
三
頁
〉
は

j
S
4
Ew-
-
3
3
(結
質
的
年
脅
的
〉
(一

一
五
頁
)
と
諌
ん
だ
が
、

秋
世
民
の

ぷ
可
』
富
山
ez「
(
四
十
歳
)
が
正
し
い
。

(
臼
)
第
三
文
書

一
O
行
H
R

位
間
二
郎
司
郎
包
『

8
3
の
讃
み
を
訂
正
し
、
」
も
芯
司

2
5凶
司
ョ
と
し
た
(秋
世
民

一
九
七
八
、
四
五
頁
、
一
九
八

一
、
二

七
八
頁
)
を
採
り
た
い
。

(
白
山
)
捷
尼
合
夫
・
宮
町
家
昇
一
九
五
八
、
園
版
三
参
照
。

(
回
〉
第
四
文
書
一
一
一
一
行

H
E『
5
2
は
「
始
め
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
」
の

意
味
。

Q
・
〉

rg同呂
田
∞
・

(
閉
山
)
第
四
文
書

一
五
行
二
‘
臼
O
ロ
間
宮
目
白
血
九
を
-訂
正
し
、

J
t
r
A
曲
-g叫

之

と
す
る
山
田
教
授
(
一
九
六
九
、
二
一
一
一
頁
、
一
九
八
一
、
三
八
二

頁
〉
の
諌
み
に
従
う
。

(
回
〉
河
内
目
的
互
ニ

E
0・
2
0・N
一
山
田
一
九
七
二

a
、
一
八
一
丁
一
八

三
頁
。

(
印
)
土
肥
義
和
、
敦
爆
講
座
3
『
敦
爆
の
祉
舎
』
(
池
田
温
編
〉
、
大
東
出

版
社
一
九
八

O
、
三
五
六
頁
。

(
印
)
・
J
0
2
B
白
岡
町
弘
仲
間
口
問
吋
ニ
位
『
w

w

(

四
天
王
一

ω
E・
2
同〈帥『
0

・自
ω
r
p

『劃』帥

2
3
中
村
元
『
傍
敬
語
大
僻
典
』
、
上
、
五
二
七
頁
参
照
。

(臼

)
J
E
白
E
Z
Z叫N
S
1日
芯
『
(
怠
口
問
主
B
E『
〉
ョ
(
七
母
天
日

ωE-

師陣唱
Z
，
自
営
吋
)
捷
尼
合
夫
・
宮
崎
家
昇

一
九
五
八
、
一
一

四
l
一
一
五

頁
。
『
望
月
併
教
大
辞
典
』
二
、
一
九
二
五
頁
一
七
母
天
参
照
。

(
位
〉
第
四
文
書
二
四
行
。

〈
臼
〉
捷
尼
合
夫

・宮
崎
家
昇
一
九
五
八
、

一
一
九
頁
。

(
臼
)
山
田

一
九
六
九
、
二

O
三
頁
(
八
三
〉
参
照
。

(
臼
)
山
田

一
九
六
九
、
二

O
二
頁
(
八
二〉

参
照
。
ま
た
、
こ
の
漢
文

の
解
律
に
は
名
古
屋
大
皐
文
皐
郡
東
洋
史
畢
研
究
室
並
び
に
同
じ
く
教

養
部
助
数
授
津
田
芳
郎
氏
の
ご
助
言
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
す
。

(
前
)
『
新
彊
出
土
文
物
』
(
北
京
、
文
物
出
版
社
一
九
七
五
〉
の
圏
版

二
O
O
〈
一
三
八
頁
〉

「回
鶴
文
定
恵
賓
奴
契
」
が
そ
れ
で
、
鴻
家
昇

(一

九
六
O
H第
一
文
書
〉
、
秋
世
民
(
一
九
七
八
、
一
九
八
一
〉
の

解
讃
が
愛
表
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
は
次
の
よ
う
に
讃
む
。

H
-
c
c
u、ニ件。』ロ
N

・ロロ仰向凶可件
。
『同

N

U
『Emu--A卵
白
口
同
一
四
ミ

gu、相同陣
口
四
年

ω

・ロ
F

ロ
岡
山
ωu、。加叫
a
m

山曲師曲一[同日
F
M

加』
C
H

A
F

・回同ロ
m
u、。
-
4
ロ丹印刷俗可。刷同

r
z陣

印可釦円曲相同一回
M

加ωu、。仰同・』
ω
u、。』

rF円』目
M

m
r
-丘
一
ヨ
帥
3
5
r
c
A
曲み叫口町
N

吋

-rz
-
E
B己
ロ
ヨ
闘
相
曲
目

E
Z
E
A
ω

∞
r町二臼
郎円
包
ロ
己
同
巴
可
押
印
可郎同

由

r--F司自ロ

S
ロロ
A

E
ロ
mC押
『
ロ
』
曲
目
ロ

H
O

同仲間口可

gu、
即
日
宮
巳
止
日

龍
年
第
九
月
初
四

日
に
わ
れ
定
恵
大
師
は
エ
ン
ギ
ュ
ル
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の
帯
畑
氏
に
賓
渡
し
た
奴
隷

に
関
し
て
帯
畑
氏
と
合
意
し

書
畑
氏
へ
〔
残
り
〕
な
く
支
梯
い

終
っ
た
。
〔
奴
〕
サ
イ
ン

u
プ
カ
か
ら

自
ら
、
誰
か
ら
も
異
議
申
し
立
て
に

来
れ
ば
、
わ
れ
定
恵
大
師
が

知
る
。
透
人
タ
ン
グ
l
ト
日
プ
ヵ
。

わ
れ
定
患
大
師
が
書
い
た
。

〈
訂
)
官
同
家
昇
夜
表
の
圃
版
寓
員
は
ほ
と
ん
ど
讃
み
取
り
え
な
い
が
、
「
奈

氏
」
と
解
讃
さ
れ
た
文
字
は
「
粛
氏
」
の
鼠
し
字
睡
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
小
子
諸
(
H
E
o
吉
N
E
)
〔
第
一
文
書〕
、

ω
3
0
包
¥
加
担
当
医
〔
漏
家
昇
一
九
六

O
、
第
一
文
書
〕
、
目
立
¥山
吉
町

J
帯畑
氏
(
岡
山
向
。
臼
E
〉
〔
宮
崎
家
昇
一
九
六

O
、
第
二
文
書
〕
は
同
一

人
物
の
音
駕
で
、
本
来
の
漢
人
名
は
草
畑
氏
で
は
な
い
か
。

(
侃
〉
資
料
日
捷
尼
合
夫
・
祷
家
昇
一
九
五
八
、
園
版
三
。
参
考
一
山
田

一
九
八
て
三
七
七
頁
。
N
5
S
O
S
∞
。
P
H
Y
M
に
・
ロ
・
8
・

(ω
〉
資
料
H
H
N
E
E広
島
同

5
8
Q
Y
3
・
m
ア
山
田
一
九
七
二
a

(
一
五
〉
、
二
五
O
l二
五
二
頁
。
N
F
O
目
。
巴
∞
H
n
-
唱
-
E
申
・

(
叩
〉
資
料

H
H
N
R
回
目
件
。
含
5
8
〈
N〉
・
3
・
∞
ー
ァ
山
田
一
九
七
二

a

(
一
五
)
、
二
五
O
l二
五
二
頁
。

(
礼
)
資
料
一
C
ω
司
Z
。
・
2
(
斗
ロ
o
z
r
y
N
F
O
B
0
5
∞
H
円
・
司
-M怠・

(η
〉
資
料
一
ω
穴
『
・
ω
∞
(
C
ω
司
Z
0
・
戸
。
)
・
山
田
一
九
七
二

a
(
五)、

二
O
八
|
一
ご
二
頁
。

(
刀
)
資
料
日
、
H
，
F
A
N
N
N
-
ロ
印
H
(
C
ω
司
Z
0
・
印
N
〉
日
山
田

四
二
三
|
四
二
九
頁
〈
挿
圃
a
、

c
y

79 

一
九
七
五
b
、

(
九
〉
資
料
H
P
5
5
含
H
2
0
2
・

2
・
N
-
O
B
o
-
-
8
・
ロ
・
区
・

(
万
)
資
料
H
C
ω
司
Z
0
・
A
q
H
山
田
一
九
七
五
b
、
四
二
六
|
四
二
七

頁
(
挿
圃
b
)。

(
祁
〉
資
料
H
C
ω
司
Z
。
・
2
・
叶
え
己
N
H
山
田
一
九
七
二
b
、
四
七
九

l
四
九
九
頁
。

(
作
)
資
料
H
C
ω
司
Z
。
・
巴
・
吋
曲
向
。
-
N
H
山
田
一
九
七
二
b
、
四
九
七

ー
四
九
九
頁
。

(
沌
)
資
料
日
、
H
，
H
H
H
玄

N
O
叩
ハ
c
s
g
〉
H
N芯
B
O
H
ミ
会
〉
r
r
-
Y

唱MM-NU印t1ω
。∞・

(
m
m
)

資
料
日

『吐
魯
番
考
古
記
』
圃
版
一

O
四
、
一
一

O
頁

日
護

一
九

六
三
、
七
一
三

l
七
一
四
頁
。
C
ω
司
Z
。
・
ロ
∞
Q
R
『
・
8
乙
・

(
加
)
資
料
H
H
N
司
H
o
s
r
H
山
田
一
九
六
七
、
圃
版
三
、
八
O
l八
二

頁。

(
引
む
資
料

日
、
吋
口
作
在
E
Z
0
・
N
H
C
ω
司
Z
。
・
8
一
山
田

一
九
六

五
、
一

O
O
l
一
O
二
頁
。

(
回
〉
資
料
H
C
ω
司
Z
P
ロ
ω
(
ω
阿
内
『
・
ω
同
)
・

(
出
)
資
料
円
、
『
ロ
ん
U
A
Z
自
印
(
C
ω
司
Z
0
・

a)日
〉
『
白
骨
5
E
-
R
Y
S

-
8
・
同
M
Z
Z
A
P
-
同
守
・
叶
N
Y
梅
村

一
九
七
七

a
、
四
八
五
l
四
八

七
頁
。

(
倒
)
資
料
日
、
『
ロ
g品

(
C
E
3
)
+
、
H
，
ロ
8
叶
〈
c
m
g
)
H
m
R

NFOBOH喧∞印(回、吋、H，

u
Q
阿
国
)
・
唱
-
H
S
-
ロ
・
包
|
H
・

(
田
山
)
資
料
円
、
吋
回
、
吋
ω
。
H
(
C
N
ω
吋
∞
)
-
N
目
。
S
O
H
S
Z
-
司
・
8
・

〈
郎
山
)
Nぽ
B
O
H
S
H
P
唱
司
-
M
E
|
凶
日
∞
・

(
柄
引
)
ツ
ィ
l
メ
氏
C
S
K
-
唱
・民
間
)
の
解
四
梓
に
従
う
。

(
帥
山
〉
即
四
位
陣
・
(
主
宰
す
る
〉
〈
』
岡
山
〈
主
人
)
〈
-
z
-
E
ハ
門
町
・
切
り
色
白
)
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80 

は
ウ
ィ
グ
ル
文
献
で
は
比
較
的
後
期
の
も
の
に
み
え
る
の
で
、
こ
れ
ら

官
吏
は
モ
ン
ゴ
ル
元
朝
・
チ
ャ
ガ
タ
イ
後
王
家
に
関
す
る
と
考
え
る
。

(

m

出
)
資
料
一

ω』
O
¥E
H
C河
口

Z
。・
Y
山
田
一
九
七
二
b
、
五

O
O

ー
五

O
二
頁
。

ω』
O
¥昌一

C
河
口

Z
0・N
-

山
田
一
九
七
二

a
、

二
四
二
|
二
四
五
頁
。

(
叩
)
資
料
日

ω』
o
h
?
c河
口

Z
0・ω
・
山
田
一
九
七
一
一

a
、
二
四
六

ー
二
四
九
頁
。

(
引
)
資
料
一

ω』
。
¥
印印一

C
河
口

Z
0・P
山
田
一
九
七
二

a
、
二
四
六

1

二
四
九
頁
。

(
児
)
資
料
円
、
『
ロ

u
s
r
(
c
m
M印
O
)
(
C
ω
司
Z
。・

8
y
↓
ロ
ロ

ω叶
ω『
(
C
町立喧〉

(Cω
司
Z
。・∞品)・

N
-
2
5
H
a
z
-
目

y
N
A
-
-
N品∞-

、H
，担問。-×
H
v
n
.

(
回
〉
玄
色
。
〈
巴
ω凶

(C
E
)
Z。・

c-
江
上
波
夫
一
九
三
八
、
山
田

一
九
七
二
b

(
二
)
参
照。

(
川
出
)
玄
白
-o〈
忌
ω
N
(
C
H
N
U
Z
P
N
Y
江
上
一
九
三
八
、
山
田
一

九
七
二

a
〈
三
〉
、
梅
村
一
九
七
七

a
参
照
。

(

M

N

)

ζ

色。〈

H申ω
N
(
c
m
u
z。・

3
・
江
上
一
九
三
八
、
山
田
一

九
七
二

a
(
四
)
参
照
。

(川町
)
N
-
O
B
0
5∞
Hn
参
照
。

(巾別〉

N
-
O
B
O
H
S
H
n
参
照
。

(
伺
)
『
元
史
』
や
『
遼
史
』
に
は
併
数
用
語
に
「
奴
」
を
附
け
た
人
名
が

頒
出
す
る
(
田
村
賞
造
編
『
元
史
語
集
集
成
』
一
九
六
て
若
城
久
治

郎
編
『
遼
史
索
引
』
一
九
七
九
参
照
〉
。
な
お
、
。
ミ

E
Z
(
0
3
E
E一

円『・

N
5
E
m
w
H申∞。
P
司
-NO∞-ロ
-mH〉
・
斗
曲
可
制
宮
町
内
回
口

(
N芯
ヨ
0

5
吋∞-

司・∞
ω)
は
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。

(
的
)

ツ
ィ
l
メ
氏
は

E
r一即日『
(
3
3
と
し
て
、

2
E
2
k
.
Q
Eロ岡市・

ω
n
r・

ロ
-o
『
)
と
讃
み
替
え
う
る
可
能
性
を
追
求
し
て
い
る
。
。
同
・

N
-
o目。

]戸由∞
H円・唱
-N品∞・

ロ
・
由
品
一
司
-N印
H
〈
N-
N
H)
・

(
削
)
こ
の
受
領
書
は

「鶏
年
、
第
四
月
十
八
〈
日
)
に
百
口
町
含
巳
ロ

p
z

〔
占
自
己
〕
の
と
こ
ろ
に
あ
る
七
十
(
二
人
?
〉
の

r
Eス吋〉
¥
E
2
m

(
門
弟
?
〉
を
私
、
吋
5
0
似戸
Z
〔〈
自
己
〕
が
受
領
し
た
。
誼
人
〉
回
同
ロ

吋
三
E
mo
こ
の
タ
ム
ガ
は
私

吋
5
0
開
二

2
2
H
F
の
も
の
な
り
」
と

あ
る
。
ま
た
出
土
記
鋭
〔
、
吋
ロ

U
S
U〕
(
ロ

ω
E
g
gr
rH
高
田日

故
城
設
見
)
か
ら
同
一
場
所
設
見
の
、
同

一
日
附
で
同
一

詮
人
の
受
領

書
が
あ
る
。

「
鶏
年
、
第
四
月
十
八
(
日
)
に

ζ
日
三

寺
院
に

(所

属
の
?
)
。
。
山
自
民
品
持
者
が
残
し
た
マ
ッ

ト
レ
ス
と
場
所
〔
疲
所
の
こ

と
か
〕
に
(
あ
る
?
)
穴
広
岡
品
目

c
z
p
g
(の
)
一
つ
の
古
い
マ
ッ
ト

レ
ス
と
一
つ
の
古
い
式
服
を
私
た
ち
、
『
ミ
E
Oロロ

P
F
穴白

g
z
c
z

p
z
ら
は
受
領
し
た
。
査
人

〉

Mg
、H
，g
同
ロ
ロ
聞
な
り
」
と
あ
る
。
こ

の
二
通
の
受
領
書
は
百
ロ
包
臼
C
E
m
-
-帥
〈
自
立
が
自
分
に
所
属
し
た

も
の
を
庭
分
し
た
の
に
封
し
交
付
さ
れ
た
受
領
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
開ハ吉岡品目
C
Z
が
一
括
し
て
保
管
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
な
お
、

ツ
ィ
l
メ
氏
は
後
者
の
文
書
を
次
の
よ
う
に
誇
す
。

20
5
〈
〈
O
ロ〉

《目。
B
E
B
Y
A
Eロ
ヤ
〈
子
副
日
(
向
。
ro『
g
門戸内ロ)〉
u

言
言
ω
、司
郎同

5
2問

。
。
山
自
民
曲
目
Mmo-o四
円
。
ロ
ロ
onroロ
ロ
ロ
仏
国
z
z
z
z
o
p
Eロ
o
と
お

り
o
n
r
o
(ロ
ロ
島
〉
巳
口
弘
同
2
0
0
4司
自
己
〈
〈
O

ロ
)
穴
吉
岡
仏
凹
5
5
…
rz

}gr巾
ロ
唱

F

4，。〕ユロ

O
己同

似
H
F
(
E
M向日〉同内曲目
2
5ロ
…
ω
E
r

os三倍ロ問。ロ・
3

私
は
多
少
讃
み
か
え
た
が
確
買
で
は
な
い
。
ま
た
、

こ
の
冨
日
三
・
〈
F
削
円
曲
と
第
五
文
書
等
に
み
え
る
玄
5
5
7
H』
阿
蘭

若
慮
と
同

一
寺
院
と
考
え
る
こ
と
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
と
も
い
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ウ
ィ
グ
ル
文
献
で
、
2
2
自
己
を
稽
し
た
も
の
は
、
第
五
文
書
の

〈
m
w
H
U
Z
P
吋
。
『
E
・

0
ロ
g
仏
自
民
〉
目
M
m
r
z
o日
ι弘
・
回
C
M
E
w
口
開
0
4
の
ほ

か
、
第
三
文
書
の
寸
。
ョ
2
仰

E
〈
E
F
さ
ら
に
回
ミ
J
E
E
P
-
P

、
叶
ミ
-
F
E
Y
-
ω
(
第
三
文
書
〉
、
ロ
E
S
P
-
ω
(
第
一
文
書
)
、
↓
=
ω
O

P

E
-
-
C
D
同
仏
E
Z
U
Z

〈
第
四
文
書
〉、

↓
3
z
o
c
Z
似
戸

-p

目

P
E
Z
C
5
P
F
〈
第
四
文
書
関
連
、
註
(

8

)

参
照
)
、

P
A
E
『
p
z

(
カ
イ
ム
ト
ク
関
係
文
書
の
代
書
人
、
質
主

一
N
F
E
E
H
S
E
Q
・
5
一

品・

3
、
山
田

一
九
七
六
(
て
一
二
)
、

回
。
企
'
Z
E
S
P
-
P
回
5
z
。

似
】
-
向

a
Z
M
5
(
N
ほ
目
。
巴

a-司
-
H
2
・
H
品
目
(
怠
-
H
)
)
・
山
山
』
口
問
師
広
岡
岡
山
r
z

(
N
5
B
O
H
由
∞
印
司
-
H
吋
叶
〈
怠
・
∞
∞
〉
〉
な
ど
が
あ
り
、
r
z
は
2
2
2
z

の
略
稽
と
み
ら
れ
る
。
な
お
ベ
ゼ
ク
リ
タ
壁
董

(
「
ぬ
の
2
・
の
ぎ
な
円
b
p

叶
え
o
-
h
N
H
〉
見
)
・
6
Z
〈
宮
内
田
0
・
:
か
留
意
さ
れ
る
。

(
山
間
)
こ
の
第
五
文
書

(
五
)
の
文
面
に
、

「
ム
ル
ト
ゥ

ル
ク
阿
蘭
若
庭
に
住

ま
う
も
の
、
r
z
〈
曲
三
工
R
-ロ
E
m
r
w
m
F
m-
E?
F
E
-
-
E
E
2
(
r-
E
曲
ロ
巴

た
ち
の
r
F
公
開
(
侍
者
、
徒
弟
)
た
ち
ゃ

佐
ロ
た
ち
は
)
、

衆
徒
か
ら

(
を
)
園
民
か
ら
〈
を
)
傍
役
に
引
き
出
さ
な
い
よ
う
、
わ
れ
ら
は
お

ぼ
し
め
し
た
も
う
た
」
生
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
E
E
は
2
2
h
w
ロ
己

の
下
位
に
あ
っ

て
、
r
F
m
F
聞
と
同
列
で
あ
る
と
ツ
ィ
l
メ
氏
は
い
う
。

錯
綜
し
た

窓
口

〔ω
H
J
へ
い
臼
弘
之
z
zp
と
て加
さ
〕

問
題
に
つ
い
て
ツ

ィ
l
メ
氏
の
解
離
を
箇
係
書
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

(
一
)
、
最
低
位
の
僧
階
の

2
2
は
、
援
僻
の
形
か
ら
ウ
ィ
グ
ル
口
蓋

音
の

窓
口

で
あ
る
。
(
二
〉
、
人
名
を
構
成
す
る
語
形
は
加
と
二
黙
記

挽
を
持
つ
こ
と
か
ら
gロ
ま
た
は

窓
口
で
あ
る
。全一)、

、
H
J
r
r
s
s

の
ω
E
・
g
-
F
(
多
分
お
-
5
〉
起
源
設
も
棄
て
が
た
い
。
(
四
)
、
元

史
料
の
漢
字
名
の
E
ロ
(
薩
理
な
ど
)
は
一
腹
切
り
離
し
て
考
え
る
。

こ
れ
に
糾
問
し
て
、
「
閤
梨
」
起
源
設
を
提
出
し
た

ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
(
一

九
八
四
)
は
、
人
名
の
構
成
部
分
と
稽
践
と
も
に
監
ロ
の
語
形
で
、

ウ
ィ
グ
ル
人
の
聞
に
高
位
の
僧
稽
践
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
な
お
、
ッ
ィ
1
メ
氏
は
、
白
血
口
四一円臼
仏
〈
『
F
E
-
-
(
第
五
文
書
、
上
記

本
文
(
六
)
の
ハ
註
(
川
)
多
照
)
の
註
穫
で
、

師
g
m
z?
ュ
に
闘
す

る
貴
重
な
資
料
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
2
0-
g
口
四
円
曲
自
，
念
E
白
血
ロ
m
F
a

〈
江
町
印
刷
E
3
(
そ
の
僧
院
の

ω
g
m
皮
肉
凶
〈
ユ
師
阿
閤
梨
〉

〔、
『
ロ

ω
白

(
C

AHmg)〕
・
J
Z
4
M
M
g
mm
E
『
ご
。
日
ユ
ロ
・
・
・
3
(
そ
の
長
な

る
g
ロ
間
四
百
江
崎
国
)
〔
↓
ロ
ω

∞坦
ロ
(
C
5
0
0
〉
円
∞
|也
〕
と

、『玄

∞
∞
(
C

印
N
∞
。
〉
で
あ
る
。

寸
玄

留
資
料
は
、

山
田
近
刊
資
料
の
土

地
賓
渡
契
約
書
の
断
片
で
、
買
主

ω
2
5
、
『
E
E
F
寅
主

r

z

z

ω
邸
玄
ほ
か
の
窓
口
た
ち
で
、
。
問
『
E卯

O
可
陶
が
代
書
人
で
あ
る
。

λ
z
y
rMm・-----回
〔曲
〕ス
ミ
〉A
Q

V
ロ
白
色
白
?
2
r
o
-
c
(司
)
E

B

E
(ヨ
)
・・
・
・
・
企
-
自
怠
ロ
ロ
'F『
3
(
わ
れ
ら
の
・
・
・・
・
・
ω
己
主
』
山
U
Z

が

E
口
町
一回
?
ユ
と
な
っ
て
、
誰
彼

〔も
係
争
〕
し
て
は
な
ら
な
い
)

(
五
|
七
)
と
あ
る
。
ま
た
、

、H，o
r
s
刊
行
の

玄
昌
江
田
E
X
書
篤

識
語
(
H
80
・
H
叶
巴
司
・
M
g
一
N
H
T
品
lI

3

に
、
ぷ
ロ
岡
『
F
E
E
Z
E

E
-
忠
陶
『
回
『印
刷-
3
』
同
Z
e
r--臥
『
r
rm
g
』
曲
ヨ
ロ
官
自
阿佐曲

w
w

〈、『口
町『F

E
E
Z
E
師

阿
閣
梨
を
始
め
と
す
る
四
十

〈
人
の
〉
加
さ
た
ち
が

安
居
に
め
さ
れ
た
と
き
に
)
と
あ
る
。
以
上
の
資
料
と
「
住
持
」
謹
書

と
を
勘
案
し
て
み
る
と
、

寺
院
で
安
居

(
修
行
〉
す
る
も
の

を

E
r

と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
上
座
(
長
老
)
が

白血口問一色
〈
ユ
(
ω
E・
回同召
-

m
r-E
同
V
E
町
内
同
)
E
E
と
呼
ば
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
か
く
安
居
(
修
行
)
の
道
場
に
あ
る
者
が
E
E
と
穣
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
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ON THE TITLE “ＴＵＴＵＮＧ”IN UIGUR

Oda Juten

　　　

From about the tenth to the fourteenth century, the Uigur were

the

　

main members　of Buddhist　society in　the Turf an basin, Eastern

Turkestan. 　Ｔｕtｕｎｇｏｔ　ｄｕtｏｎｇ都統,which was introduced from China,

became ａ title for Uigur monks of Buddhism and was respected as an

honorable name for holy administrators who took the lead of monks and

nuns.

　

Later the title was also described as ｄｌ£ｔｏｎｇ都通insome Chinese

sources.

　

It seems that the Uigur also showed respect to Chinese monks

around them. As ａ matter of fact, the Uigur monks with the title were

the translators of Uigur｡Turkish and Chinese scriptures of Buddhism,

the composers or the compilers of Buddhist poems. Some of them were

not only taught by master monks and inherited the traditions of Buddhist

family, but were high-ranked monks with a wife and children. It is

impossible, at least in Mongol-Yuan society, to ignore the presence of

married monks. The personal relationships to Atay Tutung, which were

recorded in the civil documents, make it possible to study an aspect of

the Uigur Buddhist society of the later thirteenth century. Some ｏ伍cial

and private documents help us to study how Titso, the son of Qiytso

Tutung, came to be venerated as an abbot of Murutluq Monastery. The

monastery seems to have been ａ training hall under the administration

of West Uigur State.

BUDDHISM AND KINGS

Sadakata Akira

　　　

Asoka, Kaniska, and many other kings are described in the Buddhist

scriptures as most ardent believers in Buddhism. But kings in general

show themselves, in their own votive inscriptions,as more sober, rather

realisticpoliticians. Of these two kinds of documents, we may be able

- ３－


